
 

千葉県立保健医療大学履修規程 
 

（趣旨） 
第１条 この規程は、千葉県立保健医療大学学則（以下「学則」という。）第３４条第２項及び

第３６条第２項の規定により、学則別表第１に定める授業科目の履修方法及び単位の認定方法

その他必要な事項に関し定めるものとする。 
（授業科目等） 

第２条 授業科目の区分、配当年次、単位数と必修等の別、授業形態、時間数、先修条件、履修

方法、進級要件及び卒業要件（以下「授業科目等」という。）は別表のとおりとする。 
２ 前項の規定にかかわらず、編入学した者の授業科目等は別に定める。 
 （履修登録） 
第３条 学生は、各学期当初の学長が定める期日までに、学長が定める方法により、履修しよう

とする授業科目の登録を完了しなければならない。 
２ 学生は、次の授業科目の履修を登録することができない。 
 (1) 時間割上、時限が重複している科目 

 (2) 時間割上、別の時限でも複数開講している同一の科目 

 (3) 既に単位を修得している科目 

３ １年間に履修登録できる単位数の上限は４４単位とする。ただし、４年次を除く。 

 なお、栄養学科教職（栄養教諭一種）課程における栄養教諭に関する科目は上限に加えない。 

４ 期日までに履修登録しなかった場合は単位を修得することができない。 

（在籍する学科等以外の授業科目の履修） 

第４条 学生は、担当教員が承諾した場合に限り、在籍する学科若しくは専攻の課程以外の授業

科目（以下「他学科等授業科目」という。）の履修を申請することができ、学長がこれを許可

したときは、当該他学科等授業科目の履修を登録することができる。 
２ 前項の申請は、別表における講義科目のみを対象とし、演習及び実験・実習科目は対象とし

ない。ただし、担当教員が特に認めた場合はこの限りではない。 
３ 前２項の規定により履修を登録した他学科等授業科目は、修得した単位を卒業要件となる単

位数に算入しない。 
４ 学生は、本条第１項及び第２項の規定により申請しようとするときは、学長が定める期日ま

でに、担当教員の承諾を得て、他学科等授業科目履修申請書（様式第１号）を学長に提出しな

ければならない。 
 （授業の欠席） 
第５条 学生は、やむを得ず履修登録した授業を欠席する場合には、欠席届（様式第２号）を担

当教員に提出することができる。 
２ 成績の評価における前項の届出の取扱いは、すべて担当教員の判断によるものとする。 
 （成績評価及び単位認定等） 
第６条 授業科目の成績は、試験結果及び学習態度等を総合的に判断して判定する。 
２ 成績の評価基準は、次表のとおりとし、合格のＳ、Ａ、Ｂ及びＣに限り単位を認定し、授与
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する。 
評 価 評   点 判 定 

Ｓ 90 点以上 

合 格 
Ａ 80 点以上 90 点未満 
Ｂ 70 点以上 80 点未満 
Ｃ 60 点以上 70 点未満 
Ｄ 60 点未満 不合格 

３ 不合格となった授業科目は、再履修することができる。 
 （試験） 
第７条 試験は、当該授業の開講時期の末に期間を定めて行う。 
２ 前項の規定にかかわらず、当該授業の担当教員は、必要に応じて随時試験を行うことができ

る。 
３ 試験は、筆記、口述、レポート提出、実技及び実習等の方法により行う。 
４ 次の各号のいずれかに該当する学生は、試験を受けることができない。 
 (1) 履修登録をしていない者 

 (2) 講義及び演習科目の出席時間数が、当該授業時間数の３分の２に満たない者 

 (3) 実験及び実習科目の出席時間数が、当該授業時間数の５分の４に満たない者 

 (4) 試験開始時刻に３０分以上遅刻した者 

５ 前項第２号及び第３号の規定にかかわらず、当該授業の担当教員が認めた場合は、学生は試

験を受けることができる。 
 （追試験） 
第８条 学生は、病気その他やむを得ない理由により試験を受けることができなかったときは追

試験を願い出、これが認められた場合、１回に限り追試験を受けることができる。 
２ 前項の規定により追試験を願い出ようとする学生は、原則として当該試験日から起算して１

週間以内に追試験願（様式第３号）に病気の場合にあっては医師の診断書、その他の場合にあ

っては理由書を添えて、学長に提出しなければならない。 
 （再試験） 
第９条 前２条の試験の不合格者（試験の欠席者を含む）に対し、担当教員が必要と判断した場

合には、当該授業科目の再試験を１回に限り行うことができる。 
２ 第６条第２項の規定にかかわらず、再試験の合格者はすべて、成績評価を C、評点を 60 点

とする。 
 （不正行為） 
第１０条 試験において不正行為を行った学生は、その時間以降にその学期に実施する試験すべ

ての受験資格を失う。 
 （補則） 
第１１条 この規定に定めるもののほか、ＧＰＡ制度、授業科目の履修方法及び単位の認定方法

等に関し必要な事項は、別に定める。 
   附 則 
 この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 
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附 則 

この規程の改正は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程の改正は、平成２３年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この規程の改正は、平成２４年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この規程の改正は、平成２５年４月１日から施行する。 
     附 則 
 この規程の改正は、平成２６年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この規程の改正は、平成２７年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この規程の改正は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 
この規程の改正は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 
 この規程の改正は、平成３１年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この規程の改正は、令和２年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この規程の改正は、令和３年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この規程の改正は、令和５年４月１日から施行する。 
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別表（看護学科 2021 年度以降 入学生用） 

 

科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験/

実
習 

特色科目 

体験ゼミナール 特色1 1前 1     〇 

必修３単位 
千葉県の健康づくり 特色2 2後 1    〇  
専門職間の連携活動論 特色3 4後 1    〇  
社会実習（ボランティア活動） 特色4 2・3・4   1   〇 

一
般
教
養
科
目 

人
間
理
解
群 

心理学 一般1 1・2・3・4前  2  ○   

選択 
４単位 

(※1) 

□
一
般
教
養
科
目
□
選
択
科
目
か
ら
選
択
８
単
位 

哲学 一般2 1・2・3・4前  2  ○   
文学 一般3 1・2・3・4前  2  ○   
歴史と文化 一般4 1・2・3・4前  2  ○   
生命倫理 一般5 1・2・3・4後  2  ○   
宗教学 一般6 1・2・3・4後  2  ○   
教育学 一般7 1・2・3・4後  2  ○   
人間関係論 一般8 1・2・3・4前  2  ○   
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際 一般9 1・2・3・4前  2  ○   
健康スポーツ科学 一般10 1･2･3･4前後  1   ○  
生涯身体運動科学 一般11 1･2･3･4前後  1   ○  

生
活
と
環
境
群 

生活とデザイン 一般12 1・2・3・4後  2  ○   

選択 
６単位 

(※2) 

法学(日本国憲法) 一般13 1・2・3・4前  2  ○   
社会学 一般14 1・2・3・4後  2  ○   
文化人類学 一般15 1・2・3・4前  2  ○   
経済学 一般16 1・2・3・4前  2  ○   
国際関係論 一般17 1・2・3・4後  2  ○   
社会福祉学 一般18 1・2・3・4前  1  ○   
国際的な健康課題 一般19 1・2・3・4後  1  ○   
人権・ジェンダー 一般20 1・2・3・4後  2  ○   
科学論 一般21 1・2・3・4前  2  ○   
環境変化と生態 一般22 1・2・3・4後  2  ○   
観察生物学入門 一般23 1･2･3･4前後  2  ○   
生物学          一般24 1･2･3･4前後  2  ○   
物理学 一般25 1・2・3・4前  2  ○   
化学 一般26 1・2・3・4前  2  ○   

情
報
理
解
群 

統計学 一般27 1後 1    ○  

必修 
２単位 

情報リテラシーⅠ 一般28 1前 1    ○  
情報リテラシーⅡ 一般29 1・2・3・4後  1   ○  
情報倫理 一般30 1・2・3・4後  1  ○   
実践統計学 一般31 2・3・4前  1  〇   

外
国
語
群 

英語Ⅰ（講読） 一般32 1・2・3・4前  1   ○  

必修 
２単位 
＋ 
選択 
２単位 

英語Ⅱ（英会話） 一般33 1・2・3・4前  1   ○  
英語Ⅲ（講読・記述） 一般34 1・2・3・4後  1   ○  
英語Ⅳ（英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 一般35 1・2・3・4後  1   ○  
英語Ⅴ（保健医療英語） 一般36 2後 2   ○   
英語Ⅵ（応用英語） 一般37 1・2・3・4後  1   ○  
英語Ⅶ（上級英語）A 一般38 2・3・4後  1  〇   
英語Ⅶ（上級英語）B 一般39 2・3・4後  1  〇   

※1 人間理解群における選択科目の履修方法について 
   「人間関係論」又は「コミュニケーション理論と実際」を含み４単位を選択して履修する。 
※2 生活と環境群における選択科目の履修方法について 
   「文化人類学」「国際関係論」「国際的な健康課題」から１科目及び生物の科目（「観察生物学入門」又は「生物学」）、「物理学」、

「化学」のうち２科目を含む６単位以上を選択して履修する。 
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別表（看護学科 2021 年度以降 入学生用） 

 

科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実

習 

保
健
医
療
基
礎
科
目 

人
間
の
こ
こ
ろ
と
身
体 

運動生理学総論 保健1 2前  1  ○   

必修１６単位 
＋ 

選択３単位 

生化学総論 保健2 2前 1   ○   

栄養学Ⅰ（基礎） 保健3 1後 1   ○   

栄養学Ⅱ（応用） 保健4 1後  1  ○   
心の健康 保健5 1・2・3・4後   1 ○   
薬理学Ⅰ（総論） 保健6 1後 1   ○   

薬理学Ⅱ（各論） 保健7 1後 1   ○   

病理学Ⅰ（総論） 保健8 1前 1   ○   

病理学Ⅱ（各論） 保健9 1前 1   ○   

微生物学Ⅰ（総論） 保健10 1前 1   ○   

微生物学Ⅱ（各論） 保健11 1前 1   ○   
発達心理学 保健12 2前  1  ○   
臨床心理学 保健13 1後  1   ○  

健
康
と
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム 

健康論 保健14 1前  1  ○   

公衆衛生学Ⅰ（基礎） 保健15 1前 1   ○   

公衆衛生学Ⅱ（応用） 保健16 2後 1   ○   

疫学・保健統計Ⅰ（基礎） 保健17 3前 1   ○   

疫学・保健統計Ⅱ（応用） 保健18 3前 1   ○   
リハビリテーション概論 保健19 2後  1  ○   
救命・救急の理論と実際 保健20 2前 1   ○   
画像診断学 保健21 2後  1  〇   
保健医療福祉論Ⅰ（基礎） 保健22 2後 1   ○   
保健医療福祉論Ⅱ（応用） 保健23 2後 1   ○   
食育論Ⅰ（基礎） 保健24 3前  1  ○   
食育論Ⅱ（応用） 保健25 3前  1  ○   
健康と運動 保健26 1後  1  ○   
家族社会学 保健27 1前  1  ○   
医療経営管理論 保健28 3前  1  ○   
リスクマネジメント論 保健29 2後 1   ○   

専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

人体の構造と機能Ⅰ（総論、外

皮・免疫系、消化器系、呼吸器

系） 
看1 1前 1   ○   

【専門科目】 
必修７７単位 

＋ 
選択３単位 

人体の構造と機能Ⅱ（循環器系、

腎・泌尿器系、内分泌系、生殖器

系） 
看2 1前 1   ○   

人体の構造と機能Ⅲ（造血器系、

骨・筋肉系、神経系、感覚器系） 看3 1後 1   ○   

病態学Ⅰ（内科系疾病論） 看4 2前 2   ○   
病態学Ⅱ（外科系疾病論） 看5 2前 2   ○   
病態学Ⅲ（高齢者・精神疾病論） 看6 2前 1   ○   

臨床検査論 看7 2前 1   〇   

基
礎
看
護
科
目 

看護学入門 看8 1前 1   〇   

看護学原論 看9 1前 1    〇  
看護倫理 看10 2後 1   〇   

看護技術論Ⅰ（生活援助技術） 看11 1後 2    ○  
看護技術論Ⅱ（フィジカルアセス

メント技術） 看12 1後 1    ○  
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別表（看護学科 2021 年度以降 入学生用） 

 

専
門
科
目 

基
礎
看
護
科
目 

看護技術論Ⅲ（検査治療技術） 看13 2前 2    ○  

【専門科目】 
（再掲） 

必修７７単位 
＋ 

選択３単位 

看護技術論Ⅳ（看護過程展開技

術） 
看14 2後 1    ○  

看護技術論Ⅴ（統合技術演習） 看15 2後 1    ○  

日常生活調整方法論 看16 2前  1  〇   

看護学入門実習 看17 1前 2     ○ 

基礎看護学実習 看18 2前 2     ○ 

実
践
看
護
科
目 

医
療
生
活
支
援 

臨床看護学概論 看19 2後 １   ○   
臨床看護学方法論Ⅰ（急性期・が

ん） 
看20 3前 2   ○   

臨床看護学方法論Ⅱ（慢性期・終

末期） 
看21 3前 2   ○   

臨床看護学方法論Ⅲ（臨床看護技

術演習） 
看22 3後・4前 1    〇  

ターミナルケア論 看23 3前  1  ○   
急性期看護学実習 看25 3後・4前 2     ○ 

慢性期看護学実習 看27 3後・4前 3     ○ 

療
養
生
活
支
援 

精神看護学概論 看28 1後 1   ○   

高齢者・在宅看護学概論 看29 1後 1   ○   
高齢者・在宅看護学方法論Ⅰ 看30 2後 1    ○  
高齢者看護学方法論Ⅱ 看31 3前 1    ○  
在宅看護学方法論Ⅱ 看32 3前 1    ○  
精神看護学方法論Ⅰ 看33 2後 1    ○  
精神看護学方法論Ⅱ 看34 3前 1    〇  
退院支援論 看35 3前  1  〇   
高齢者看護学実習 看36 3後・4前 3     ○ 
在宅看護学実習 看37 3後・4前 1     ○ 

精神看護学実習 看38 3後・4前 2     ○ 

健
康
生
活
支
援 

地域看護学概論 看39 2前 2   ○   
地域看護学方法論Ⅰ 看40 2後 1   ○   
地域看護学方法論Ⅱ 看41 3前 2   ○   
地域看護学方法論Ⅲ 看42 3前 1    ○  
地域看護学実習 看43 3後・4前 3     ○ 
看護政策論 看62 4後 1   〇   

育
成
支
援 

育成期看護概論 看44 2前 1   ○   
小児看護学方法論Ⅰ 看45 2後 1    ○  
小児看護学方法論Ⅱ 看46 3前 1    ○  
小児地域ケア論 看47 3前  1  〇   
母性看護学方法論Ⅰ 看48 2後 1    ○  
母性看護学方法論Ⅱ 看49 3前 1    ○  
母性看護学実習 看50 3後・4前 2     ○ 
小児看護学実習 看51 3後・4前 2     ○ 
助産学概論 看52 3前  1  ○   

助産診断・技術学Ⅰ 看53 3前  1  ○   

助産診断・技術学Ⅱ － 4前  2   ○  

助産診断・技術学Ⅲ － 4通  3   ○  
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別表（看護学科 2021 年度以降 入学生用） 

 

専
門
科
目 

実
践
看
護
科
目 

育
成
支
援 

助産診断・技術学Ⅳ － 4後  2   ○  

【専門科目】 
（再掲） 

必修７７単位 
＋ 

選択３単位 

助産学実習Ⅰ（産婦ケア体験） 看57 3後  1    ○ 
助産学実習Ⅱ（継続支援） 看58 4通  2    ○ 
助産学実習Ⅲ（産婦ケア） － 4通  3    ○ 

発
展
看
護
科
目 

看護管理論 － 4前 1   ○   
災害看護学 看63 3前 1   ○   
看護キャリア発達論 看64 2後 1   ○   
看護管理実習 － 4前 1      
総合実習 ― 4通 3     ○ 
看護研究 看67 4通 2    ○  
看護学統合 看68 4後 1    ○  
リーダーシップ論 看69 2前 1   ○   
国際看護論 看72 2前  1  ○   
家族看護論 看73 2後  1  ○   

 
 
先修条件 
 
【特色科目】 
１ 「千葉県の健康づくり」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
２ 「社会実習（ボランティア活動）」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
 
【一般教養科目】 
１ 「実践統計学」を履修するには「統計学」の単位を修得済みであること。 
２ 「英語Ⅶ(上級英語)A」「英語Ⅶ(上級英語)Ｂ」を履修するには「英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、またはⅥ」の選択２単

位を修得済みであること。 
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先修条件 
 
【専門科目】 
１ 下記の実習科目および「看護学統合」を履修するには、表に示す所定の科目の単位を既に修得しているこ

と、又は同じ学期に単位の修得が見込まれていること。 
 

 
○：単位を既に修得していること、又は同じ学期に単位の修得が見込まれていること。 

配
当
年
次 

授
業
科
目
の
名
称 

履修に先立って修得しておかなければならない授業科目の名称 

講義科目 演習科目 実習科目 

看
護
学
入
門 

精
神
看
護
学
概
論 

臨
床
看
護
学
概
論 

育
成
期
看
護
概
論 

地
域
看
護
学
概
論 

地
域
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

高
齢
者
・
在
宅
看
護
概
論 

臨
床
看
護
学
方
法
論
Ⅰ 

臨
床
看
護
学
方
法
論
Ⅱ 

看
護
管
理
論 

看
護
学
原
論 

看
護
技
術
論
Ⅰ
□
Ⅲ 

看
護
技
術
論
Ⅳ
・
Ⅴ 

地
域
看
護
学
方
法
論
Ⅲ 

精
神
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

高
齢
者
・
在
宅
看
護
学
方
法
論
Ⅰ 

高
齢
者
看
護
学
方
法
論
Ⅱ 

在
宅
看
護
学
方
法
論
Ⅱ 

母
性
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

小
児
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

臨
床
看
護
学
方
法
論
Ⅲ 

助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ 

看
護
学
入
門
実
習 

基
礎
看
護
学
実
習 

急
性
期
看
護
学
実
習 

慢
性
期
看
護
学
実
習 

精
神
看
護
学
実
習 

在
宅
看
護
学
実
習 

地
域
看
護
学
実
習 

高
齢
者
看
護
学
実
習 

母
性
看
護
学
実
習 

小
児
看
護
学
実
習 

助
産
学
実
習
Ⅰ 

総
合
実
習 

１前 
看護学 

入門実習 
○                                  

２前 
基礎 

看護学実習 
○ ○         〇 ○           ○            

３後 
～ 

４前 

急性期 

看護学実習 

  ○     ○ ○    ○        ○  ○ ○           

慢性期 

看護学実習 

  ○     ○ ○  

  ○          ○ ○           

地域 

看護学実習 

    ○ 〇       ○ ○        

 ○ ○           

精神 

看護学実習 

 〇           ○  ○       

 ○ ○           

在宅 

看護学実習 
   

 

  ○      ○   ○  ○   

  ○ ○           

高齢者 

看護学実習 

      ○      ○   ○ ○      ○ ○           

母性 

看護学実習 

  

 ○         ○      ○    ○ ○           

小児 

看護学実習 

  

 ○         ○       ○   ○ ○           

４前 
看護管理 

実習 

         ○               ○ ○         

４通 

助産学 

実習Ⅱ 

                     ○           ○  

助産学 

実習Ⅲ 

                     ○           ○  

４後 
総合実習                        ○:選択する領域の実習   

看護学統合                         

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

○ 
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-132- 
 

 
進級要件 
以下の要件を満たした者でなければ、３年次に進級できない。 
１ １・２年次に配当された特色科目および保健医療基礎科目の必修科目の単位を修得済みの者。 
２ １・２年次に配当された専門科目のうち、専門基礎科目、基礎看護科目の必修科目の単位を修得済

みの者。 
 
 
卒業要件 

科目区分 必修科目 選択科目 合 計 

特色科目 ３単位 ０単位 ３単位 

一般教養科目 ４単位 ２０単位 ２４単位 

保健医療基礎科目 １６単位 ３単位 １９単位 

専門科目 ７７単位 ３単位 ８０単位 

合 計 １００単位 ２６単位 １２６単位 

 
 
 
○ 助産課程に関する特記事項 
 助産課程選択の場合は、「助産学概論」及び「助産診断・技術学Ⅰ」の計２単位を選択必修とするほか、

別途、「助産診断・技術学Ⅱ」、「助産診断・技術学Ⅲ」、「助産診断・技術学Ⅳ」及び、「助産学実習Ⅰ（産

婦ケア体験）」、「助産学実習Ⅱ（継続支援）」、「助産学実習Ⅲ（産婦ケア）」の計 13 単位が必要である。 
 
○ 養護教諭二種に関する特記事項 
 「保健師」の免許を基礎資格として「養護教諭二種免許状」を取得する場合、「法学（日本国憲法）」、

「健康スポーツ科学」、「生涯身体運動科学」、「英語Ⅴ（保健医療英語）」、「情報リテラシーⅠ」及び「情

報リテラシーⅡ」の計８単位が必要である。 
 
○総合実習と看護学統合に関する特記事項 
 「総合実習」と「看護学統合」の履修は、卒業に必要な単位の修得が見込まれている必要がある。 
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科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験/

実
習 

特色科目 

体験ゼミナール 特色1 1前 1     〇 

必修３単位 
千葉県の健康づくり 特色2 2後 1    〇  
専門職間の連携活動論 特色3 4後 1    〇  
社会実習（ボランティア活動） 特色4 2・3・4   1   〇 

一
般
教
養
科
目 

人
間
理
解
群 

心理学 一般1 1・2・3・4前  2  ○   

選択 
４単位 

(※1) 

□
一
般
教
養
科
目
□
選
択
科
目
か
ら
選
択
８
単
位 

哲学 一般2 1・2・3・4前  2  ○   
文学 一般3 1・2・3・4前  2  ○   
歴史と文化 一般4 1・2・3・4前  2  ○   
生命倫理 一般5 1・2・3・4後  2  ○   
宗教学 一般6 1・2・3・4後  2  ○   
教育学 一般7 1・2・3・4後  2  ○   
人間関係論 一般8 1・2・3・4前  2  ○   
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際 一般9 1・2・3・4前  2  ○   
健康スポーツ科学 一般10 1･2･3･4前後  1   ○  
生涯身体運動科学 一般11 1･2･3･4前後  1   ○  

生
活
と
環
境
群 

生活とデザイン 一般12 1・2・3・4後  2  ○   

選択 
６単位 

(※2) 

法学(日本国憲法) 一般13 1・2・3・4前  2  ○   
社会学 一般14 1・2・3・4後  2  ○   
文化人類学 一般15 1・2・3・4前  2  ○   
経済学 一般16 1・2・3・4前  2  ○   
国際関係論 一般17 1・2・3・4後  2  ○   
社会福祉学 一般18 1・2・3・4前  1  ○   
国際的な健康課題 一般19 1・2・3・4後  1  ○   
人権・ジェンダー 一般20 1・2・3・4後  2  ○   
科学論 一般21 1・2・3・4前  2  ○   
環境変化と生態 一般22 1・2・3・4後  2  ○   
観察生物学入門 一般23 1･2･3･4前後  2  ○   
生物学          一般24 1･2･3･4前後  2  ○   
物理学 一般25 1・2・3・4前  2  ○   
化学 一般26 1・2・3・4前  2  ○   

情
報
理
解
群 

統計学 一般27 1後 1    ○  

必修 
２単位 

情報リテラシーⅠ 一般28 1前 1    ○  
情報リテラシーⅡ 一般29 1・2・3・4後  1   ○  
情報倫理 一般30 1・2・3・4後  1  ○   
実践統計学 一般31 2・3・4前  1  〇   

外
国
語
群 

英語Ⅰ（講読） 一般32 1・2・3・4前  1   ○  

必修 
２単位 
＋ 
選択 
２単位 

英語Ⅱ（英会話） 一般33 1・2・3・4前  1   ○  
英語Ⅲ（講読・記述） 一般34 1・2・3・4後  1   ○  
英語Ⅳ（英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 一般35 1・2・3・4後  1   ○  
英語Ⅴ（保健医療英語） 一般36 2後 2   ○   
英語Ⅵ（応用英語） 一般37 1・2・3・4後  1   ○  
英語Ⅶ（上級英語）A 一般38 2・3・4後  1  〇   
英語Ⅶ（上級英語）B 一般39 2・3・4後  1  〇   

※1 人間理解群における選択科目の履修方法について 
   「人間関係論」又は「コミュニケーション理論と実際」を含み４単位を選択して履修する。 
※2 生活と環境群における選択科目の履修方法について 
   「文化人類学」「国際関係論」「国際的な健康課題」から１科目及び生物の科目（「観察生物学入門」又は「生物学」）、「物理学」、

「化学」のうち２科目を含む６単位以上を選択して履修する。 
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科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

保
健
医
療
基
礎
科
目 

人
間
の
こ
こ
ろ
と
身
体 

運動生理学総論 保健1 2前  1  ○   

必修１６単位 
＋ 

選択４単位 

生化学総論 保健2 2前 1   ○   

栄養学Ⅰ（基礎） 保健3 1後 1   ○   

栄養学Ⅱ（応用） 保健4 1後  1  ○   
心の健康 保健5 1・2・3・4後   1 ○   
薬理学Ⅰ（総論） 保健6 1後 1   ○   

薬理学Ⅱ（各論） 保健7 1後 1   ○   

病理学Ⅰ（総論） 保健8 1前 1   ○   

病理学Ⅱ（各論） 保健9 1前 1   ○   

微生物学Ⅰ（総論） 保健10 1前 1   ○   

微生物学Ⅱ（各論） 保健11 1前 1   ○   
発達心理学 保健12 2前  1  ○   
臨床心理学 保健13 1後  1   ○  

健
康
と
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム 

健康論 保健14 1前  1  ○   

公衆衛生学Ⅰ（基礎） 保健15 1前 1   ○   

公衆衛生学Ⅱ（応用） 保健16 2後 1   ○   

疫学・保健統計Ⅰ（基礎） 保健17 3前 1   ○   

疫学・保健統計Ⅱ（応用） 保健18 3前 1   ○   
リハビリテーション概論 保健19 2後  1  ○   
救命・救急の理論と実際 保健20 2前 1   ○   
画像診断学 保健21 2後  1  〇   
保健医療福祉論Ⅰ（基礎） 保健22 2後 1   ○   
保健医療福祉論Ⅱ（応用） 保健23 2後 1   ○   
食育論Ⅰ（基礎） 保健24 3前  1  ○   
食育論Ⅱ（応用） 保健25 3前  1  ○   
健康と運動 保健26 1後  1  ○   
家族社会学 保健27 1前  1  ○   
医療経営管理論 保健28 3前  1  ○   
リスクマネジメント論 保健29 2後 1   ○   

専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

人体の構造と機能Ⅰ（総論、外皮・

免疫系、消化器系、呼吸器系） 看1 1前 1   ○   

【専門科目】 
必修76単位 

＋ 
選択3単位 

人体の構造と機能Ⅱ（循環器系、

腎・泌尿器系、内分泌系、生殖器系） 看2 1前 1   ○   

人体の構造と機能Ⅲ（造血器系、

骨・筋肉系、神経系、感覚器系） 看3 1後 1   ○   

病態学Ⅰ（内科系疾病論） 看4 2前 2   ○   
病態学Ⅱ（外科系疾病論） 看5 2前 2   ○   
病態学Ⅲ（高齢者・精神疾病論） 看6 2前 1   ○   

臨床検査論 看7 2前 1   〇   

基
礎
看
護
科
目 

看護学入門 看8 1前 1   〇   

看護学原論 看9 1前 1    〇  
看護倫理 看10 2後 1   〇   

看護技術論Ⅰ（生活援助技術） 看11 1後 2    ○  
看護技術論Ⅱ（フィジカルアセスメ

ント技術） 看12 1後 1    ○  
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専
門
科
目 

基
礎
看
護
科
目 

看護技術論Ⅲ（検査治療技術） 看13 2前 2    ○  

【専門科目】 
（再掲） 

必修76単位 
＋ 

選択3単位 
 
 
 

看護技術論Ⅳ（看護過程展開技術） 看14 2後 1    ○  

看護技術論Ⅴ（統合技術演習） 看15 2後 1    ○  

日常生活調整方法論 看16 2前  1  〇   

看護学入門実習 看17 1前 2     ○ 

基礎看護学実習 看18 2前 2     ○ 

実
践
看
護
科
目 

医
療
生
活
支
援 

臨床看護学概論 看19 2後 １   ○   

臨床看護学方法論Ⅰ（急性期・がん） 看20 3前 2   ○   
臨床看護学方法論Ⅱ（慢性期・終末

期） 
看21 3前 2   ○   

臨床看護学方法論Ⅲ（臨床看護技術

演習） 
看22 3後・4前 1    〇  

ターミナルケア論 看23 3前  1  ○   
急性期看護学実習 看25 3後・4前 2     ○ 

慢性期看護学実習 看27 3後・4前 3     ○ 

療
養
生
活
支
援 

精神看護学概論 看28 1後 1   ○   

高齢者・在宅看護学概論 看29 1後 1   ○   
高齢者・在宅看護学方法論Ⅰ 看30 2後 1    ○  
高齢者看護学方法論Ⅱ 看31 3前 1    ○  
在宅看護学方法論Ⅱ 看32 3前 1    ○  
精神看護学方法論Ⅰ 看33 2後 1    ○  
精神看護学方法論Ⅱ 看34 3前 1    〇  
退院支援論 看35 3前  1  〇   
高齢者看護学実習 看36 3後・4前 3     ○ 
在宅看護学実習 看37 3後・4前 1     ○ 
精神看護学実習 看38 3後・4前 2     ○ 

健
康
生
活
支
援 

地域看護学概論 看39 2前 2   ○   
地域看護学方法論Ⅰ 看40 2後 1   ○   
地域看護学方法論Ⅱ 看41 3前 2   ○   
地域看護学方法論Ⅲ 看42 3前 1    ○  
地域看護学実習 看43 3後・4前 3     ○ 
看護政策論 看62 4後  1  〇   

育
成
支
援 

育成期看護概論 看44 2前 1   ○   
小児看護学方法論Ⅰ 看45 2後 1    ○  
小児看護学方法論Ⅱ 看46 3前 1    ○  
小児地域ケア論 看47 3前  1  〇   
母性看護学方法論Ⅰ 看48 2後 1    ○  
母性看護学方法論Ⅱ 看49 3前 1    ○  
母性看護学実習 看50 3後・4前 2     ○ 
小児看護学実習 看51 3後・4前 2     ○ 
助産学概論 看52 3前  1  ○   
助産診断・技術学Ⅰ 看53 3前  1  ○   
助産診断・技術学Ⅱ － 4前  2   ○  

助産診断・技術学Ⅲ － 4通  2   ○  

助産診断・技術学Ⅳ － 4後  2   ○  
助産学実習Ⅰ（産婦ケア体験） 看57 3後  1    ○ 
助産学実習Ⅱ（継続支援） 看58 4通  2    ○ 
助産学実習Ⅲ（産婦ケア） － 4通  3    ○ 
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発
展
看
護
科
目 

看護管理論 － 4前 1   ○   
災害看護学 看63 3前 1   ○   
看護キャリア発達論 看64 2後 1   ○   
看護管理実習 － 4前 1      
総合実習 － 4通 3     ○ 
看護研究 看67 4通 2    ○  
看護学統合 看68 4後 1    ○  
リーダーシップ論 看69 2前 1   ○   
国際看護論 看72 2前  1  ○   
家族看護論 看73 2後  1  ○   

 
 
先修条件 
 
【特色科目】 
１ 「千葉県の健康づくり」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
２ 「社会実習（ボランティア活動）」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
 
【一般教養科目】 
１ 「実践統計学」を履修するには「統計学」の単位を修得済みであること。 
２ 「英語Ⅶ(上級英語)A」「英語Ⅶ(上級英語)Ｂ」を履修するには「英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、またはⅥ」の選択２単位

を修得済みであること。 
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別表（看護学科 2019・2020 年度 入学生用） 
 
先修条件 
 
【専門科目】 
１ 下記の実習科目および「看護学統合」を履修するには、表に示す所定の科目の単位を既に修得していること、

又は同じ学期に単位の修得が見込まれていること。 
 

 
○：単位を既に修得していること、又は同じ学期に単位の修得が見込まれていること。 

配
当
年
次 

授
業
科
目
の
名
称 

履修に先立って修得しておかなければならない授業科目の名称 

講義科目 演習科目 実習科目 

看
護
学
入
門 

精
神
看
護
学
概
論 

臨
床
看
護
学
概
論 

育
成
期
看
護
概
論 

地
域
看
護
学
概
論 

地
域
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

高
齢
者
・
在
宅
看
護
概
論 

臨
床
看
護
学
方
法
論
Ⅰ 

臨
床
看
護
学
方
法
論
Ⅱ 

看
護
管
理
論 

看
護
学
原
論 

看
護
技
術
論
Ⅰ
□
Ⅲ 

看
護
技
術
論
Ⅳ
・
Ⅴ 

地
域
看
護
学
方
法
論
Ⅲ 

精
神
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

高
齢
者
・
在
宅
看
護
学
方
法
論
Ⅰ 

高
齢
者
看
護
学
方
法
論
Ⅱ 

在
宅
看
護
学
方
法
論
Ⅱ 

母
性
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

小
児
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

臨
床
看
護
学
方
法
論
Ⅲ 

助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ 

看
護
学
入
門
実
習 

基
礎
看
護
学
実
習 

急
性
期
看
護
学
実
習 

慢
性
期
看
護
学
実
習 

精
神
看
護
学
実
習 

在
宅
看
護
学
実
習 

地
域
看
護
学
実
習 

高
齢
者
看
護
学
実
習 

母
性
看
護
学
実
習 

小
児
看
護
学
実
習 

助
産
学
実
習
Ⅰ 

総
合
実
習 

１前 
看護学 

入門実習 
○                                  

２前 
基礎 

看護学実習 
○ ○         〇 ○           ○            

３後 
～ 

４前 

急性期 

看護学実習 

  ○     ○ ○    ○        ○  ○ ○           

慢性期 

看護学実習 

  ○     ○ ○  

  ○          ○ ○           

地域 

看護学実習 

    ○ 〇       ○ ○        

 ○ ○           

精神 

看護学実習 

 〇           ○  ○       

 ○ ○           

在宅 

看護学実習 
   

 

  ○      ○   ○  ○   

  ○ ○           

高齢者 

看護学実習 

      ○      ○   ○ ○      ○ ○           

母性 

看護学実習 

  

 ○         ○      ○    ○ ○           

小児 

看護学実習 

  

 ○         ○       ○   ○ ○           

４前 
看護管理 

実習 

         ○               ○ ○         

４通 

助産学 

実習Ⅱ 

                     ○           ○  

助産学 

実習Ⅲ 

                     ○           ○  

４後 
総合実習                        ○:選択する領域の実習   

看護学統合                         

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

○ 
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別表（看護学科 2019・2020 年度 入学生用） 

-138- 
 

 
進級要件 
以下の要件を満たした者でなければ、３年次に進級できない。 
１ １・２年次に配当された特色科目および保健医療基礎科目の必修科目の単位を修得済みの者。 
２ １・２年次に配当された専門科目のうち、専門基礎科目、基礎看護科目の必修科目の単位を修得

済みの者。 
 
 
卒業要件 

科目区分 必修科目 選択科目 合 計 

特色科目 ３単位 ０単位 ３単位 

一般教養科目 ４単位 ２０単位 ２４単位 

保健医療基礎科目 １６単位 ４単位 ２０単位 

専門科目 ７６単位 ３単位 ７９単位 

合 計 ９９単位 ２７単位 １２６単位 

 
 
 
○ 助産課程に関する特記事項 
 助産課程選択の場合は、「助産学概論」及び「助産診断・技術学Ⅰ」の計２単位を選択必修とするほ

か、別途、「助産診断・技術学Ⅱ」、「助産診断・技術学Ⅲ」、「助産診断・技術学Ⅳ」及び、「助産学実

習Ⅰ（産婦ケア体験）」、「助産学実習Ⅱ（継続支援）」、「助産学実習Ⅲ（産婦ケア）」の計 12単位が必

要である。 
 
○ 養護教諭二種に関する特記事項 
 「保健師」の免許を基礎資格として「養護教諭二種免許状」を取得する場合、「法学（日本国憲法）」、

「健康スポーツ科学」、「生涯身体運動科学」、「英語Ⅴ（保健医療英語）」、「情報リテラシーⅠ」及び「情

報リテラシーⅡ」の計８単位が必要である。 
 
○総合実習と看護学統合に関する特記事項 
 「総合実習」と「看護学統合」の履修は、卒業に必要な単位の修得が見込まれている必要がある。 
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（看護学科 2018 年度以前入学者用） 

科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

特色科目 
体験ゼミナール 特色 1 1 前 1     ○ 

必修３単位 千葉県の健康づくり 特色 2 2 後 1    ○  
専門職間の連携活動論 特色 3 4 後 1    ○  

一
般
教
養
科
目 

人
間
理
解
群 

心理学 一般 1 1・2・3・4 前  2  ○   

選択 
４単位 

(※1) 

□
一
般
教
養
科
目
□
選
択
科
目
か
ら
選
択
８
単
位 

哲学 一般 2 1・2・3・4 前  2  ○   
文学 一般 3 1・2・3・4 前  2  ○   
歴史と文化 一般 4 1・2・3・4 前  2  ○   
生命倫理 一般 5 1・2・3・4 後  2  ○   
宗教学 一般 6 1・2・3・4 後  2  ○   
教育学 一般 7 1・2・3・4 後   2  ○   
人間関係論 一般 8 1・2・3・4 前  2  ○   
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際 一般 9 1・2・3・4 前  2  ○   
健康スポーツ科学 一般 10 1・2・3・4 前後  1   ○  
生涯身体運動科学 一般 11 1・2・3・4 前後  1   ○  

生
活
と
環
境
群 

生活とデザイン 一般 12 1・2・3・4 後  2  ○   

選択 
６単位 

(※2) 

法学(日本国憲法) 一般 13 1・2・3・4 前  2  ○   
社会学 一般 14 1・2・3・4 後  2  ○   
文化人類学 一般 15 1・2・3・4 前  2  ○   
経済学 一般 16 1・2・3・4 前  2  ○   
国際関係論 一般 17 1・2・3・4 後  2  ○   
社会福祉学 一般 18 1・2・3・4 前  1  ○   
国際的な健康課題 一般 19 1・2・3・4 後  1  ○   
人権・ジェンダー 一般 20 1・2・3・4 後  2  ○   
科学論 一般 21 1・2・3・4 前  2  ○   
環境変化と生態 一般 22 1・2・3・4 後  2  ○   
観察生物学入門 一般 23 1・2・3・4 前後  2  ○   
生物学 一般 24 1・2・3・4 前後  2  ○   
物理学 一般 25 1・2・3・4 前  2  ○   
化学 一般 26 1・2・3・4 前  2  ○   

情
報
理
解
群 

統計学 一般 27 2 後 1    ○  
必修 
２単位 

情報リテラシーⅠ 一般 28 1 前 1    ○  
情報リテラシーⅡ 一般 29 1・2・3・4 後  1   ○  
情報倫理 一般 30 1・2・3・4 後  1  ○   

外
国
語
群 

英語Ⅰ(基礎講読) ― 1・2・3・4 前  1   ○  
必修 
２単位 
＋ 
選択 
２単位 

英語Ⅱ(基礎英会話) － 1・2・3・4 前  1   ○  
英語Ⅲ(講読・記述) 一般 34 1・2・3・4 後  1   ○  
英語Ⅳ(英会話) ― 1・2・3・4 後  1   ○  
英語Ⅴ(保健医療英語) 一般 36 2 後 2   ○   
英語Ⅵ(応用英語) 一般 37 1・2・3・4 後  1   ○  

※1 人間理解群における選択科目の履修方法について 
   「人間関係論」又は「コミュニケーション理論と実際」を含み４単位を選択して履修する。 
※2 生活と環境群における選択科目の履修方法について 
   「文化人類学」「国際関係論」「国際的な健康課題」から１科目及び生物の科目（「観察生物学入門」又は「生物

学」）、「物理学」、「化学」のうち２科目を含む６単位以上を選択して履修する。 
 
 

244



（看護学科 2018 年度以前入学者用） 

科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

保
健
医
療
基
礎
科
目 

人
間
の
こ
こ
ろ
と
身
体 

運動生理学総論 保健 1 2 前  1  ○   

必修１６単位 
＋ 

選択４単位 

生化学総論 保健 2 2 前 1   ○   

栄養学Ⅰ（基礎） 保健 3 1 後 1   ○   

栄養学Ⅱ（応用） 保健 4 1 後  1  ○   

心の健康 保健 5 1・2・3・4 前   1 ○   

薬理学Ⅰ（総論） 保健 6 1 後 1   ○   

薬理学Ⅱ（各論） 保健 7 1 後 1   ○   

病理学Ⅰ（総論） 保健 8 1 前 1   ○   

病理学Ⅱ（各論） 保健 9 1 前 1   ○   

微生物学Ⅰ（総論） 保健 10 1 前 1   ○   

微生物学Ⅱ（各論） 保健 11 1 前 1   ○   

発達心理学 保健 12 2 前  1  ○   

臨床心理学 保健 13 1 後  1   ○  

健
康
と
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム 

健康論 保健 14 1 前  1  ○   

公衆衛生学Ⅰ（基礎） 保健 15 1 前 1   ○   

公衆衛生学Ⅱ（応用） 保健 16 2 後 1   ○   

疫学・保健統計Ⅰ（基礎） 保健 17 3 前 1   ○   

疫学・保健統計Ⅱ（応用） 保健 18 3 前 1   ○   

リハビリテーション概論 保健 19 2 後  1  ○   

救命・救急の理論と実際 保健 20 2 前 1   ○   
保健医療福祉論Ⅰ（基礎） 保健 22 2 後 1   ○   
保健医療福祉論Ⅱ（応用） 保健 23 2 後 1   ○   
食育論Ⅰ（基礎） 保健 24 3 前  1  ○   
食育論Ⅱ（応用） 保健 25 3 前  1  ○   

健康と運動 保健 26 1 後  1  ○   

家族社会学 保健 27 1 前  1  ○   

医療経営管理論 保健 28 4 後  1  ○   

リスクマネジメント論 保健 29 2 後 1   ○   

専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

人体の構造と機能Ⅰ（骨･筋・神経系） ― 1 前 1   ○   

【専門科目】 
必修７５単位 

＋ 
選択４単位 

人体の構造と機能Ⅱ（呼吸器・循環

器・消化器系） 
― 1 前 1   ○   

人体の構造と機能Ⅲ（泌尿器・生殖

器・感覚器系） 
― 1 後 1   ○   

病態学Ⅰ（内科系疾病論） 看 4 2 前 2   ○   
病態学Ⅱ（外科系疾病論） 看 5 2 前 2   ○   
病態学Ⅲ（高齢者・精神疾病論） 看 6 2 前 1   ○   

臨床検査実習 － 2 前 1    ○  

基
礎
看
護
科
目 

看護学入門 看 8 1 前 1    ○  

看護倫理 看 10 2 後 1    ○  

看護技術論Ⅰ（生活援助技術） 看 11 1 前 2    ○  

看護技術論Ⅱ（看護共通技術） ― 1 後 1    ○  
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（看護学科 2018 年度以前入学者用） 

科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・

実
習 

専
門
科
目 

基
礎
看
護
科
目 

看護技術論Ⅲ（ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ技術） － 2 前 2    ○  

 

看護技術論Ⅳ（検査治療技術） － 2 後 2    ○  

看護技術論Ⅴ（看護過程展開技術） － 2 後 1    ○  

看護ふれあい体験学習 － 1 前 2     ○ 

基礎看護学実習 看 18 2 前 2     ○ 

実
践
看
護
科
目 

医
療
・
生
活
支
援 

成人看護学概論 ― 2 後 １   ○   

【専門科目】 
（再掲） 

必修７５単位 
＋ 

選択４単位 

成人看護学方法論Ⅰ ― 3 前 2   ○   

成人看護学方法論Ⅱ ― 3 前 2   ○   

がん看護学 ― 2 後 1   ○   

ターミナルケア論 看 23 3 前  1  ○   

成人看護学実習（急性期） 看 24 3 後・4 前 3     ○ 

成人看護学実習（慢性期） 看 26 3 後・4 前 3     ○ 

療
養
支
援 

こころの健康と看護 － 1 後 1   ○   

療養支援看護概論 － 2 前 1   ○   

高齢者・在宅看護学方法論Ⅰ 看 30 2 後 1    ○  

高齢者・在宅看護学方法論Ⅱ ― 3 前 2    ○  

精神看護学方法論 － 3 前 2    ○  

高齢者看護学実習 看 36 3 後・4 前 3     ○ 

在宅看護学実習 看 37 3 後・4 前 1     ○ 

精神看護学実習 看 38 3 後・4 前 2     ○ 

健
康
支
援 

地域看護学概論 看 39 2 前 2   ○   

地域看護学方法論Ⅰ 看 40 2 後 1   ○   

地域看護学方法論Ⅱ 看 41 3 前 2   ○   

地域看護学方法論Ⅲ 看 42 3 前 2   ○   

地域看護学実習 看 43 3 後・4 前 3     ○ 

育
成
支
援 

育成支援看護概論 ― 2 前 1   ○   
小児看護学方法論Ⅰ 看 45 2 後 1    ○  
小児看護学方法論Ⅱ 看 46 3 前 1    ○  

母性看護学方法論Ⅰ 看 48 2 後 1    ○  
母性看護学方法論Ⅱ 看 49 3 前 1    ○  
母性看護学実習 看 50 3 後・4 前 2     ○ 
小児看護学実習 看 51 3 後・4 前 2     ○ 
助産学概論 看 52 3 前  1  ○   

助産診断・技術学Ⅰ（実践基礎） － 3 前  1  ○   

助産診断・技術学Ⅱ（ﾗｲﾌｻｲｸﾙ各期） 看 54 4 前  2   ○  

助産診断・技術学Ⅲ（分娩期） 看 55 4 通  2   ○  

助産診断・技術学Ⅳ（ﾊｲﾘｽｸ分娩） 看 56 4 後  2   ○  

助産学実習Ⅰ（産婦ケア体験） 看 57 3 後  1    ○ 

助産学実習Ⅱ（継続支援） 看 58 4 通  3    ○ 

助産学実習Ⅲ（分娩期ケア） 看 59 4 通  3    ○ 
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（看護学科 2018 年度以前入学者用） 

科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

【専門科目】 
（再掲） 

必修７５単位 
＋ 

選択４単位 

必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

専
門
科
目 

発
展
看
護
科
目 

看護管理学 看 60 4 前 1   ○   

感染看護学 － 2 後  1  ○   

看護政策論 看 62 4 後  1  ○   

災害看護学 看 63 3 前 1   ○   

看護キャリア発達論 看 64 2 前  1  ○   

看護管理学実習 看 65 4 前 1     ○ 

総合実習 看 66 4 通 2     ○ 

看護研究 看 67 4 通 2    ○  

看護学統合 看 68 4 後 1    ○  

リーダーシップ論 看 70 4 後  1  ○   

継続看護方法論 看 71 4 後  1  ○   

国際看護論 看 72 2 前  1  ○   

家族看護学概論 － 2 後  1  ○   

 家族看護学方法論 － 3 前  1  ○   
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（看護学科 2018 年度以前入学者用） 
  
先修条件 
【特色科目（平成２８年度入学生より適用する）】 
１．「千葉県の健康づくり」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
２．「専門職間の連携活動論」を履修するには「体験ゼミナール」、「千葉県の健康づくり」の単位を修

得済みであること。 
 
【専門科目】 
１．下記の実習科目および「看護学統合」を履修するには、表に示す所定の科目の単位を既に修得し

ていること、又は同じ学期に単位の修得見込みであること。 

○：単位を既に修得していること、又は同じ学期に単位の修得見みであること。 

 
  

配当

年次 
授業科目の名称 

履修に先立って修得しておかなければならない授業科目の名称 

講義科目 演習科目 実習科目 

看
護
学
入
門 

こ
こ
ろ
の
健
康
と
看
護 

成
人
看
護
学
概
論 

育
成
支
援
看
護
概
論 

地
域
看
護
学
概
論 

療
養
支
援
看
護
概
論 

看
護
管
理
学 

看
護
技
術
論
Ⅰ
□
Ⅲ 

看
護
技
術
論
Ⅳ
□
Ⅴ 

成
人
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
□
Ⅱ 

地
域
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
□
Ⅲ 

精
神
看
護
学
方
法
論 

高
齢
者
・
在
宅
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
□
Ⅱ 

母
性
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
□
Ⅱ 

小
児
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
□
Ⅱ 

看
護
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習 

基
礎
看
護
学
実
習 

成
人
看
護
学
実
習(

急
性
期) 

成
人
看
護
学
実
習(

慢
性
期) 

精
神
看
護
学
実
習 

在
宅
看
護
学
実
習 

地
域
看
護
学
実
習 

高
齢
者
看
護
学
実
習 

母
性
看
護
学
実
習 

小
児
看
護
学
実
習 

総
合
実
習 

１前 看護ふれあい体験学習 ○ 

                         

２前 基礎看護学実習 ○ ○ 

     

○ 

       

○ 

          

３後 
～ 
４前 

成人看護学実習 

(急性期) 

  

○ 

     

○ ○ 

     

○ ○ 

         

成人看護学実習 

(慢性期) 

  

○ 

   

 

 

○ ○ 

     

○ ○ 

         

地域看護学実習 

    

○ 

   

○  ○     ○ ○ 

         

精神看護学実習 

     

○ 

  

○   ○    ○ ○ 

         

在宅看護学実習 

   

 

 

○ 

  

○ 

 

  ○   ○ ○ 

         

高齢者看護学実習 

     

○ 

  

○ 

   

○ 

  

○ ○ 

         

母性看護学実習 

  

 ○ 

    

○ 

    

○ 

 

○ ○ 

         

小児看護学実習 

  

 ○ 

    

○ 

     

○ ○ ○ 

         

４前 看護管理学実習 

      

○ 

          

○ ○ 

       

４後 
総合実習 

                 

○:選択する領域の実習  

看護学統合 

                 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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（看護学科 2018 年度以前入学者用） 
卒業要件 

科目区分 必修科目 選択科目 合 計 

特色科目 ３単位 ０単位 ３単位 

一般教養科目 ４単位 ２０単位 ２４単位 

保健医療基礎科目 １６単位 ４単位 ２０単位 

専門科目 ７５単位 ４単位 ７９単位 

合 計 ９８単位 ２８単位 １２６単位 

 
 
 
○ 助産課程に関する特記事項 
 助産課程選択の場合は、「助産学概論」及び「助産診断・技術学Ⅰ（実践基礎）」の計２単位を選択

必修とするほか、別途、「助産診断・技術学Ⅱ（ライフサイクル各期）」、「助産診断・技術学Ⅲ（分娩

期）」、「助産診断・技術学Ⅳ（ハイリスク分娩）」及び、「助産学実習Ⅰ（産婦ケア体験）」、「助産学実

習Ⅱ（継続支援）」、「助産学実習Ⅲ（分娩期ケア）」の計１３単位が必要である。 
 
○ 養護教諭二種に関する特記事項 
 「保健師」の免許を基礎資格として「養護教諭二種免許状」を取得する場合、「法学（日本国憲法）」、

「健康スポーツ科学」、「生涯身体運動科学」、「英語Ⅴ（保健医療英語）」、「情報リテラシーⅠ」及び「情

報リテラシーⅡ」の計８単位が必要である。 
 
○総合実習と看護学統合に関する特記事項 
 「総合実習」と「看護学統合」の履修は、卒業に必要な単位の修得が見込まれている必要がある。 
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別表（看護学科 2021・2022 年度 編入学生用） 

科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

特色科目 

体験ゼミナール 特色1 3前 1     〇 

必修３単位 
千葉県の健康づくり 特色2 3後 1    〇  
専門職間の連携活動論 特色3 4後 1    〇  
社会実習（ボランティア活動） 特色4 4   1   〇 

一
般
教
養
科
目 

人
間
理
解
群 

心理学 一般1 3・4前  2  ○   

選択 
４単位 

(※1) 

□
一
般
教
養
科
目
□
選
択
科
目
か
ら
選
択
８
単
位 

哲学 一般2 3・4前  2  ○   
文学 一般3 3・4前  2  ○   
歴史と文化 一般4 3・4前  2  ○   
生命倫理 一般5 3・4後  2  ○   
宗教学 一般6 3・4後  2  ○   
教育学 一般7 3・4後  2  ○   
人間関係論 一般8 3・4前  2  ○   
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際 一般9 3・4前  2  ○   
健康スポーツ科学 一般10 3・4後  1   ○  
生涯身体運動科学 一般11 3・4前後  1   ○  

生
活
と
環
境
群 

生活とデザイン 一般12 3・4後  2  ○   

選択 
６単位 

(※2) 

法学(日本国憲法) 一般13 3・4前  2  ○   
社会学 一般14 3・4後  2  ○   
文化人類学 一般15 3・4前  2  ○   
経済学 一般16 3・4前  2  ○   
国際関係論 一般17 3・4後  2  ○   
社会福祉学 一般18 3・4前  1  ○   
国際的な健康課題 一般19 3・4後  1  ○   
人権・ジェンダー 一般20 3・4後  2  ○   
科学論 一般21 3・4前  2  ○   
環境変化と生態 一般22 3・4後  2  ○   
観察生物学入門 一般23 3・4前後  2  ○   
生物学          一般24 3・4前後  2  ○   
物理学 一般25 3・4前  2  ○   
化学 一般26 3・4前  2  ○   

情
報
理
解
群 

統計学 一般27 3・4後 1    ○  

必修 
２単位 

情報リテラシーⅠ 一般28 3前 1    ○  
情報リテラシーⅡ 一般29 3・4後  1   ○  
情報倫理 一般30 3・4後  1  ○   
実践統計学 一般31 4前  1  〇   

外
国
語
群 

英語Ⅰ（講読） 一般32 3・4前  1   ○  

必修 
２単位 
＋ 
選択 
２単位 

英語Ⅱ（英会話） 一般33 3・4前  1   ○  
英語Ⅲ（講読・記述） 一般34 3・4後  1   ○  
英語Ⅳ（英語コミュニケーション） 一般35 3・4後  1   ○  
英語Ⅴ（保健医療英語） 一般36 3後 2   ○   
英語Ⅵ（応用英語） 一般37 3・4後  1   ○  
英語Ⅶ（上級英語）A 一般38 4後  1  〇   
英語Ⅶ（上級英語）B 一般39 4後  1  〇   

※1 人間理解群における選択科目の履修方法について 
   「人間関係論」又は「コミュニケーション理論と実際」を含み４単位を選択して履修する。 
※2 生活と環境群における選択科目の履修方法について 
   「文化人類学」「国際関係論」「国際的な健康課題」から１科目及び生物の科目（「観察生物学入門」又は「生物学」）、「物理学」、

「化学」のうち２科目を含む６単位以上を選択して履修する。 
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別表（看護学科 2021・2022 年度 編入学生用） 

科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実

習 

保
健
医
療
基
礎
科
目 

人
間
の
こ
こ
ろ
と
身
体 

運動生理学総論 保健1 3前  1  ○   

必修16単位 
＋ 

選択4単位 

生化学総論 － － 1   ○   
栄養学Ⅰ（基礎） － ― 1   ○   
栄養学Ⅱ（応用）  3後  1  ○   
薬理学Ⅰ（総論） － ― 1   ○   
薬理学Ⅱ（各論） － ― 1   ○   
病理学Ⅰ（総論） － ― 1   ○   
病理学Ⅱ（各論） － ― 1   ○   
微生物学Ⅰ（総論） － ― 1   ○   
微生物学Ⅱ（各論） － ― 1   ○   
発達心理学 保健12 4前  1  ○   
臨床心理学 保健13 3後  1   ○  

健
康
と
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム 

健康論 保健14 3前  1  ○   
公衆衛生学Ⅰ（基礎）  ― 1   ○   
公衆衛生学Ⅱ（応用）  ― 1   ○   
疫学・保健統計Ⅰ（基礎） 保健17 3前 1   ○   
疫学・保健統計Ⅱ（応用） 保健18 3前 1   ○   
リハビリテーション概論 保健19 3後  1  ○   
救命・救急の理論と実際 保健20 3前 1   ○   
画像診断学 保健21 3後  1  〇   
保健医療福祉論Ⅰ（基礎） 保健22 3後 1   ○   
保健医療福祉論Ⅱ（応用） 保健23 3後 1   ○   
食育論Ⅰ（基礎） 保健24 3前  1  ○   
食育論Ⅱ（応用） 保健25 3前  1  ○   
健康と運動 保健26 3後  1  ○   
家族社会学 保健27 3前  1  ○   
医療経営管理論 保健28 3前  1  ○   
リスクマネジメント論 保健29 3後 1   ○   

専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

人体の構造と機能Ⅰ（総論、外皮・

免疫系、消化器系、呼吸器系） 
－ ― 1   ○   

【専門科目】 
必修76単位 

＋ 
選択3単位 

人体の構造と機能Ⅱ（循環器系、腎・

泌尿器系、内分泌系、生殖器系） 
－ ― 1   ○   

人体の構造と機能Ⅲ（造血器系、骨・

筋肉系、神経系、感覚器系） 
－ ― 1   ○   

病態学Ⅰ（内科系疾病論） － ― 2   ○   
病態学Ⅱ（外科系疾病論） － ― 2   ○   
病態学Ⅲ（高齢者・精神疾病論） － ― 1   ○   

臨床検査論 － ― 1   〇   

基
礎
看
護
科
目 

看護学入門 － ― 1   〇   
看護学原論 － ― 1    〇  
看護倫理 看10 3後 1   〇   
看護技術論Ⅰ（生活援助技術） － ― 2    ○  

看護技術論Ⅱ（フィジカルアセスメ

ント技術） 

－ 
― 1    ○  
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別表（看護学科 2021・2022 年度 編入学生用） 
   

科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

専
門
科
目 

基
礎
看
護
科
目 

看護技術論Ⅲ（検査治療技術） － ― 2    ○  

【専門科目】 
（再掲） 

必修76単位 
＋ 

選択3単位 

看護技術論Ⅳ（看護過程展開技術） － ― 1    ○  

看護技術論Ⅴ（統合技術演習） － ― 1    ○  

日常生活調整方法論 看16 3・4前  1  〇   

看護学入門実習 － ― 2     ○ 

基礎看護学実習 － ― 2     ○ 

実
践
看
護
科
目 

医
療
生
活
支
援 

臨床看護学概論 看19 3後 １   ○   

臨床看護学方法論Ⅰ（急性期・がん） － － 2   ○   
臨床看護学方法論Ⅱ（慢性期・終末

期） 
－ － 2   ○   

臨床看護学方法論Ⅲ（臨床看護技術

演習） 
－ － 1    〇  

ターミナルケア論 看23 3・4前  1  ○   

急性期看護学実習 － ― 2     ○ 

慢性期看護学実習 － ― 3     ○ 

療
養
生
活
支
援 

精神看護学概論 看28 3後 1   ○   

高齢者・在宅看護学概論 看29 3後 1   ○   

高齢者・在宅看護学方法論Ⅰ － ― 1    ○  

高齢者看護学方法論Ⅱ － ― 1    ○  

在宅看護学方法論Ⅱ － ― 1    ○  

精神看護学方法論Ⅰ － ― 1    ○  
精神看護学方法論Ⅱ － ― 1    〇  
退院支援論 看35 3・4前  1  〇   
高齢者看護学実習 － ― 3     ○ 
在宅看護学実習 － ― 1     ○ 
精神看護学実習 － ― 2     ○ 

健
康
生
活
支
援 

地域看護学概論 看39 3前 2   ○   

地域看護学方法論Ⅰ 看40 3後 1   ○   

地域看護学方法論Ⅱ 看41 3前 2   ○   
地域看護学方法論Ⅲ 看42 3前 1    ○  
地域看護学実習 看43 3後 3     ○ 
看護政策論 看62 3・4後  1  〇   

育
成
支
援 

育成期看護概論 看44 3前 1   ○   
小児看護学方法論Ⅰ － － 1    ○  
小児看護学方法論Ⅱ － － 1    ○  

小児地域ケア論 看47 3・4前  1  〇   

母性看護学方法論Ⅰ － ― 1    ○  
母性看護学方法論Ⅱ － ― 1    ○  
母性看護学実習 － ― 2     ○ 
小児看護学実習 － ― 2     ○ 
助産学概論 看52 3前  1  ○   

助産診断・技術学Ⅰ 看53 3前  1  ○   
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別表（看護学科 2021・2022 年度 編入学生用） 
  

 
 

科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

専
門
科
目 

発
展
看
護
科
目 

看護管理論 － 4前 1   ○   

【専門科目】 
（再掲） 

必修76単位 
＋ 

選択3単位 

災害看護学 看63 3前 1   ○   

看護キャリア発達論 看64 3後 1   ○   

看護管理実習 － 4前 1     ○ 

総合実習 － 4通 3     ○ 

看護研究 看67 4通 2    ○  
看護学統合 看68 4後 1    ○  

リーダーシップ論 看69 3・4前 1   ○   

国際看護論 看72 3前  1  ○   

家族看護論 看73 3後  1  ○   

 
 
 
 
（看護学科 2023年度以降 編入学生用） 
 
【特色科目】 
１ 「千葉県の健康づくり」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
２ 「専門職間の連係活動論」を履修するには「体験ゼミナール」、「千葉県の健康づくり」の単位を修得済みで 

あること。 
３ 「社会実習（ボランティア活動）」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
 
【一般教養科目】 
１ 「実践統計学」を履修するには「統計学」の単位を修得済みであること。 
２ 「英語Ⅶ(上級英語)A」「英語Ⅶ(上級英語)Ｂ」を履修するには「英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、またはⅥ」の選択２単

位を修得済みであること。 
 
  

253



別表（看護学科 2021・2022 年度 編入学生用） 
 
 
先修条件 
 
【専門科目】 
１ 下記の実習科目および「看護学統合」を履修するには、表に示す所定の科目の単位を既に修得しているこ

と、又は同じ学期に単位の修得が見込まれていること。 
 

 
○：単位を既に修得していること、又は同じ学期に単位の修得が見込まれていること。 

 

 

 

 

配当

年次 
授業科目の名称 

履修に先立って修得しておかなければならない授業科目の名称 

講義科目 演習科目 実習科目 

看
護
学
入
門 

精
神
看
護
学
概
論 

臨
床
看
護
学
概
論 

育
成
期
看
護
概
論 

地
域
看
護
学
概
論 

地
域
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

高
齢
者
・
在
宅
看
護
概
論 

臨
床
看
護
学
方
法
論
Ⅰ 

臨
床
看
護
学
方
法
論
Ⅱ 

看
護
管
理
論 

看
護
学
原
論 

看
護
技
術
論
Ⅰ
□
Ⅲ 

看
護
技
術
論
Ⅳ
・
Ⅴ 

地
域
看
護
学
方
法
論
Ⅲ 

精
神
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

高
齢
者
・
在
宅
看
護
学
方
法
論
Ⅰ 

高
齢
者
看
護
学
方
法
論
Ⅱ 

在
宅
看
護
学
方
法
論
Ⅱ 

母
性
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

小
児
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
・
Ⅱ 

臨
床
看
護
学
方
法
論
Ⅲ 

助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ 

看
護
学
入
門
実
習 

基
礎
看
護
学
実
習 

急
性
期
看
護
学
実
習 

慢
性
期
看
護
学
実
習 

精
神
看
護
学
実
習 

在
宅
看
護
学
実
習 

地
域
看
護
学
実
習 

高
齢
者
看
護
学
実
習 

母
性
看
護
学
実
習 

小
児
看
護
学
実
習 

助
産
学
実
習
Ⅰ 

総
合
実
習 

１前 
看護学 

入門実習 
○                                  

２前 
基礎 

看護学実習 
○ ○         〇 ○           ○            

３後 

～ 
４前 

急性期 

看護学実習 

  ○     ○ ○    ○        ○  ○ ○           

慢性期 

看護学実習 

  ○      ○  

  ○          ○ ○           

地域 

看護学実習 

    ○ 〇       ○ ○        

 ○ ○           

精神 

看護学実習 

 〇           ○  ○       

 ○ ○           

在宅 

看護学実習 

   

 

  ○      ○   ○  ○   

  ○ ○           

高齢者 

看護学実習 

      ○      ○   ○ ○      ○ ○           

母性 

看護学実習 

  

 ○         ○      ○    ○ ○           

小児 

看護学実習 

  

 ○         ○       ○   ○ ○           

４前 
看護管理 

実習 

         ○               ○ ○         

４通 

助産学 

実習Ⅱ 

                     ○           ○  

助産学 

実習Ⅲ 

                     ○           ○  

４後 
総合実習                        ○:選択する領域の実習   

看護学統合                         

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

○ 
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別表（看護学科 2021・2022 年度 編入学生用） 
 
卒業要件 

科目区分 必修科目 選択科目 合 計 

特色科目 ３単位 ０単位 ３単位 

一般教養科目 ４単位 ２０単位 ２４単位 

保健医療基礎科目 １６単位 ４単位 ２０単位 

専門科目 ７６単位 ３単位 ７９単位 

合 計 ９９単位 ２７単位 １２６単位 

 
 
 
○ 養護教諭二種に関する特記事項 
 「保健師」の免許を基礎資格として「養護教諭二種免許状」を取得する場合、「法学（日本国憲法）」、「健康スポ

ーツ科学」、「生涯身体運動科学」、「英語Ⅴ（保健医療英語）」、「情報リテラシーⅠ」及び「情報リテラシーⅡ」の計

８単位が必要である。 
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（看護学科 2020 年度以前編入学生用） 
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科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

特色科目 
体験ゼミナール 特色 1 3 前 1     ○ 

必修３単位 千葉県の健康づくり 特色 2 3 後 1    ○  
専門職間の連携活動論 特色 3 4 後 1    ○  

一
般
教
養
科
目 

人
間
理
解
群 

心理学 一般 1 3・4 前  2  ○   

 
選択 
４単位 

(※1) 

□
一
般
教
養
科
目
□
選
択
科
目
か
ら
選
択
８
単
位 

哲学 一般 2 3・4 前  2  ○   
文学 一般 3 3・4 前  2  ○   
歴史と文化 一般 4 3・4 前  2  ○   
生命倫理 一般 5 3・4 後  2  ○   
宗教学 一般 6 3・4 後  2  ○   
教育学 一般 7 3・4 後   2  ○   
人間関係論 一般 8 3・4 前  2  ○   
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際 一般 9 3・4 前  2  ○   
健康スポーツ科学 一般 10 3・4 後  1   ○  
生涯身体運動科学 一般 11 3・4 前後  1   ○  

生
活
と
環
境
群 

生活とデザイン 一般 12 3・4 後  2  ○   

 
選択 
６単位 

(※2) 

法学(日本国憲法) 一般 13 3・4 前  2  ○   
社会学 一般 14 3・4 後  2  ○   
文化人類学 一般 15 3・4 前  2  ○   
経済学 一般 16 3・4 前  2  ○   
国際関係論 一般 17 3・4 後  2  ○   
社会福祉学 一般 18 3・4 前  1  ○   
国際的な健康課題 一般 19 3・4 後  1  ○   
人権・ジェンダー 一般 20 3・4 後  2  ○   
科学論 一般 21 3・4 前  2  ○   
環境変化と生態 一般 22 3・4 後  2  ○   
観察生物学入門 一般 23 3・4 前後  2  ○   
生物学 一般 24 3・4 前後  2  ○   
物理学 一般 25 3・4 前  2  ○   
化学 一般 26 3・4 前  2  ○   

情
報
理
解
群 

統計学 一般 27 3 後 1    ○  
必修 
２単位 

情報リテラシーⅠ 一般 28 3 前 1    ○  
情報リテラシーⅡ 一般 29 3・4 後  1   ○  
情報倫理 一般 30 3・4 後  1  ○   

外
国
語
群 

英語Ⅰ(基礎講読) ― 3・4 前  1   ○  
必修 
２単位 
＋ 
選択 
２単位 

英語Ⅱ(基礎英会話) － 3・4 前  1   ○  
英語Ⅲ(講読・記述) 一般 34 3・4 後  1   ○  
英語Ⅳ(英会話) ― 3・4 後  1   ○  
英語Ⅴ(保健医療英語) 一般 36 3 後 2   ○   
英語Ⅵ(応用英語) 一般 37 3・4 後  1   ○  

※1 人間理解群における選択科目の履修方法について 
   「人間関係論」又は「コミュニケーション理論と実際」を含み４単位を選択して履修する。 
※2 生活と環境群における選択科目の履修方法について 
   「文化人類学」「国際関係論」「国際的な健康課題」から１科目及び生物の科目（「観察生物学入門」又は「生物学」）、

「物理学」、「化学」のうち２科目を含む６単位以上を選択して履修する。 
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（看護学科 2020 年度以前編入学生用） 
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科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

保
健
医
療
基
礎
科
目 

人
間
の
こ
こ
ろ
と
身
体 

運動生理学総論 保健 1 3 前  1  ○   

必修１６単位 
＋ 

選択４単位 

生化学総論 － ― 1   ○   

栄養学Ⅰ（基礎） － ― 1   ○   

栄養学Ⅱ（応用） 保健 4 3 後  1  ○   
薬理学Ⅰ（総論） 
薬理学Ⅱ（各論） 

－ 
－ 

― 
― 

1 
1 

 
 

 
 

○ 
○ 

 
 

 
 

病理学Ⅰ（総論） 
病理学Ⅱ（各論） 

－ 
－ 

― 
― 

1 
1 

 
 

 
 

○ 
○ 

  

微生物学Ⅰ（総論） 
微生物学Ⅱ（各論） 

－ 
－ 

― 
― 

1 
1 

 
 

 
 

○ 
○ 

 
 

 
 

発達心理学 保健 12 4 前  1  ○   

臨床心理学 保健 13 3 後  1   ○  

健
康
と
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム 

健康論 保健 14 3 前  1  ○   
公衆衛生学Ⅰ（基礎） 
公衆衛生学Ⅱ（応用） 

－ 
－ 

― 
― 

1 
1 

 
 

 
 

○ 
○ 

 
 

 
 

疫学・保健統計Ⅰ（基礎） 
疫学・保健統計Ⅱ（応用） 

保健 17 
保健 18 

3 前 
3 前 

1 
1 

 
 

 
 

○ 
○ 

 
 

 
 

リハビリテーション概論 保健 19 3 後  1  ○   

救命・救急の理論と実際 保健 20 3 前 1   ○   
保健医療福祉論Ⅰ（基礎） 
保健医療福祉論Ⅱ（応用） 

保健 22 
保健 23 

3 後 
3 後 

1 
1 

 
 

 
 

○ 
○ 

  

食育論Ⅰ（基礎） 
食育論Ⅱ（応用） 

保健 24 
保健 25 

3 前 
3 前 

 
 

1 
1 

 
 

○ 
○ 

 
 

 
 

健康と運動 保健 26 3 後  1  ○   

家族社会学 保健 27 3 前  1  ○   

医療経営管理論 保健 28 4 後  1  ○   

リスクマネジメント論 保健 29 3・4 後 1   ○   

専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

人体の構造と機能Ⅰ（骨・筋・

神経系） 
－ 

－ 
1   ○   

【専門科目】 
必修７６単位 

＋ 
選択３単位 

人体の構造と機能Ⅱ（呼吸器・

循環器・消化器系） 
－ 

－ 
1   ○   

人体の構造と機能Ⅲ（泌尿器・

生殖器・感覚器系） 
－ 

－ 
1   ○   

病態学Ⅰ(内科系疾病論) － － 2   ○   
病態学Ⅱ(外科系疾病論) － － 2   ○   
病態学Ⅲ(高齢者・精神疾病論) － － 1   ○   

臨床検査実習 － － 1    ○  

基
礎
看
護
科
目 

看護学入門 － ― 1    ○  

看護倫理 看 10 3 後 1    ○  

看護技術論Ⅰ(生活援助技術） － ― 2    ○  

看護技術論Ⅱ（看護共通技術） － ― 1    ○  
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看護技術論Ⅲ（フィジカルアセ

スメント技術） 
－ 

― 2    ○  

看護技術論Ⅳ（検査治療技術） － ― 2    ○  
看護技術論Ⅴ（看護過程展開技

術） 
－ 

― 1    ○  

看護ふれあい体験学習 － ― 2     ○ 
基礎看護学実習 － ― 2     ○ 

専
門
科
目 

実
践
看
護
科
目 

医
療
・
生
活
支
援 

成人看護学概論 － 3 後 １   ○   

【専門科目】 
（再掲） 

必修７６単位 
＋ 

選択３単位 

成人看護学方法論Ⅰ － ― 2   ○   

成人看護学方法論Ⅱ － ― 2   ○   

がん看護学 － 3 後 1   ○   

ターミナルケア論 看 23 3・4 前  1  ○   

成人看護学実習（急性期） － ― 3     ○ 

成人看護学実習（慢性期） － ― 3     ○ 

療
養
支
援 

こころの健康と看護 － 3 後 1   ○   

療養支援看護概論 － 3 後 1   ○   

高齢者・在宅看護学方法論Ⅰ － ― 1    ○  

高齢者・在宅看護学方法論Ⅱ － ― 2    ○  

精神看護学方法論 － ― 2    ○  
高齢者看護学実習 － ― 3     ○ 
在宅看護学実習 － ― 1     ○ 
精神看護学実習 － ― 2     ○ 

健
康
支
援 

地域看護学概論 看 39 3 前 2   ○   

地域看護学方法論Ⅰ 看 40 3 後 1   ○   

地域看護学方法論Ⅱ 看 41 3 前 2   ○   
地域看護学方法論Ⅲ 看 42 3 前 2   ○   
地域看護学実習 看 43  3 後 3     ○ 

育
成
支
援 

育成支援看護概論 － 3・4 前 1   ○   
小児看護学方法論Ⅰ 
小児看護学方法論Ⅱ 

－ 
－ 

― 
― 

1 
1 

 
 

 
 

 
 

○ 
○ 

 
 

母性看護学方法論Ⅰ 
母性看護学方法論Ⅱ 

－ 
－ 

― 
― 

1 
1 

 
 

 
 

 
 

○ 
○ 

 
 

母性看護学実習 
小児看護学実習 

－ 
－ 

― 
― 

2 
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

○ 
○ 

助産学概論 看 52 3 前  1  ○   

助産診断・技術学Ⅰ（実践基礎） 看 53 3 前  1  ○   
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科目区分 授業科目の名称 ページ 配当年次 

単位数 授業形態 

履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

専
門
科
目 

発
展
看
護
科
目 

看護管理学 看 60 4 前 1   ○   

【専門科目】 
（再掲） 

必修７６単位 
＋ 

選択３単位 

感染看護学 － 4 後  1  ○   

看護政策論 看 62 4 後  1  ○   

災害看護学 看 63 3 前 1   ○   

看護キャリア発達論 看 64 3 後 1   ○   

看護管理学実習 看 65 4 前 1     ○ 

総合実習 看 66 4 通 2     ○ 

看護研究 

看護学統合 

リーダシップ論 

継続看護方法論 

国際看護論 

家族看護学概論 

家族看護学方法論 

看 67 

看 68 

看 70 

看 71 

看 72 

－ 

－ 

4 通 

4 後 

4 後 

4 後 

3 前 

3 後 

4 前 

2 

1 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
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先修条件 
【特色科目】 
１．「千葉県の健康づくり」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
２．「専門職間の連携活動論」を履修するには「体験ゼミナール」、「千葉県の健康づくり」の単位を修

得済みであること。 
【専門科目】 
１．下記の実習科目および「看護学統合」を履修するには、表に示す所定の科目の単位を既に修得して

いること、又は同じ学期に単位の修得見込みであること。 

○：単位を既に修得していること、又は同じ学期に単位の修得見込みであること。 

  

配
当
年
次 

授
業
科
目
の
名
称 

履修に先立って修得しておかなければならない授業科目の名称 

講義科目 演習科目 実習科目 

看
護
学
入
門 

こ
こ
ろ
の
健
康
と
看
護 

成
人
看
護
学
概
論 

育
成
支
援
看
護
概
論 

地
域
看
護
学
概
論 

療
養
支
援
看
護
概
論 

看
護
管
理
学 

看
護
技
術
論
Ⅰ
□
Ⅲ 

看
護
技
術
論
Ⅳ
□
Ⅴ 

成
人
看
護
学
方
法
論
Ⅰ 

成
人
看
護
学
方
法
論
Ⅱ 

地
域
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
□
Ⅲ 

精
神
看
護
学
方
法
論 

高
齢
者
・
在
宅
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
□
Ⅱ 

母
性
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
□
Ⅱ 

小
児
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
□
Ⅱ 

看
護
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習 

基
礎
看
護
学
実
習 

成
人
看
護
学
実
習(

急
性
期) 

成
人
看
護
学
実
習(

慢
性
期) 

精
神
看
護
学
実
習 

在
宅
看
護
学
実
習 

地
域
看
護
学
実
習 

高
齢
者
看
護
学
実
習 

母
性
看
護
学
実
習 

小
児
看
護
学
実
習 

総
合
実
習 

１前 看護ふれあい体験学習 ○ 

                          

２前 基礎看護学実習 ○ ○ 

     ○ 

        ○ 

          

３後 
～ 
４前 

成人看護学実習 

(急性期) 

  ○      ○ ○ ○      ○ ○          

成人看護学実習 

(慢性期) 

  ○    

 

 ○ ○ ○      ○ ○          

地域看護学実習     ○ 

   ○   ○     ○ ○ 

         

精神看護学実習      ○ 

  ○    ○    ○ ○ 

         

在宅看護学実習    

 

 ○ 

  ○ 

 

   ○   ○ ○ 

         

高齢者看護学実習      ○ 

  ○ 

    ○ 

  ○ ○ 

         

母性看護学実習   

 ○ 

    ○ 

     ○ 

 ○ ○ 

         

小児看護学実習   

 ○ 

    ○ 

      ○ ○ ○ 

         

４前 看護管理学実習       ○ 

           ○ ○ 

       

４後 
総合実習                   ○:選択する領域の実習  

看護学統合                   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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卒業要件 

科目区分 必修科目 選択科目 合 計 

特色科目 ３単位 ０単位 ３単位 

一般教養科目 ４単位 ２０単位 ２４単位 

保健医療基礎科目 １６単位 ４単位 ２０単位 

専門科目 ７６単位 ３単位 ７９単位 

合 計 ９９単位 ２７単位 １２６単位 

 
○ 養護教諭二種に関する特記事項 
 「保健師」の免許を基礎資格として「養護教諭二種免許状」を取得する場合、「法学（日本国憲法）」、

「健康スポーツ科学」、「生涯身体運動科学」、「英語Ⅴ（保健医療英語）」、「情報リテラシーⅠ」及び「情

報リテラシーⅡ」の計８単位が必要である。 
 
○総合実習と看護学統合に関する特記事項 
 「総合実習」と「看護学統合」の履修は、卒業に必要な単位の修得が見込まれている必要がある。 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

特
色
科
目 

体験ゼミナール 1 前 1     ○ 45 

必修３単位 
千葉県の健康づくり 2 後 1    ○  30 
専門職間の連携活動論 4 後 1    ○  30 
社会実習（ボランティア活動） 2・3・4   1   ○ 45 

一
般
教
養
科
目 

人
間
理
解
群 

心理学 1・2・3・4 前  2  ○   30 

必修２単位 
＋ 

選択４単位 
 

このうち 
b から１科

目以上選択 

選
択
科
目
か
ら
６
単
位 

哲学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
文学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
歴史と文化 1・2・3・4 前  2  ○   30 
生命倫理 1・2・3・4 後 2   ○   30 
宗教学 1・2・3・4 後  2  ○   30 
教育学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
人間関係論 b 1・2・3・4 前  2  ○   30 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際 b 1・2・3・4 前  2  ○   30 
健康スポーツ科学 1・2・3・4 前後  1   ○  30 
生涯身体運動科学 1・2・3・4 前後  1   ○  30 

生
活
と
環
境
群 

生活とデザイン 1・2・3・4 後  2  ○   30 

選択６単位 
 

このうち 
※から１科

目以上選択 
＃から１科

目以上選択 

法学（日本国憲法） 1・2・3・4 前  2  ○   30 
社会学※ 1・2・3・4 後  2  ○   30 
文化人類学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
経済学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
国際関係論※ 1・2・3・4 後  2  ○   30 
社会福祉学※ 1・2・3・4 前  1  ○   15 
国際的な健康課題※ 1・2・3・4 後  1  ○   15 
人権・ジェンダー 1・2・3・4 後  2  ○   30 

科学論 1・2・3・4 前  2  ○   30 

環境変化と生態 1・2・3・4 後  2  ○   30 

観察生物学入門 1・2・3・4 前後  2  ○   30 

生物学＃ 1・2・3・4 前後  2  ○   30 

物理学＃ 1・2・3・4 前  2  ○   30 
化学＃ 1・2・3・4 前  2  ○   30 

情
報
理
解
群 

統計学 1・2・3・4 後 1    ○  30 

必修２単位 

情報リテラシーⅠ 1・2・3・4 前 1    ○  30 

情報リテラシーⅡ 1・2・3・4 後  1   ○  30 

情報倫理 1・2・3・4 後  1  ○   15 
実践統計学 2・3・4 前  1  ○   15 

外
国
語
群 

英語Ⅰ(講読) 1・2・3・4 前  1   ○  30 

必修２単位 
＋ 

選択２単位 

英語Ⅱ(英会話) 1・2・3・4 前  1   ○  30 
英語Ⅲ(講読・記述) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅳ(英語コミュニケーション) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅴ(保健医療英語) 2 前 2   ○   30 

英語Ⅵ(応用英語) 1・2・3・4 後  1   ○  30 

英語Ⅶ（上級英語）A 2・3・4 後  1  ○   15 

英語Ⅶ（上級英語）B 2・3・4 後  1  ○   15 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

保
健
医
療
基
礎
科
目 

人
間
の
こ
こ
ろ
と
身
体 

運動生理学総論 2・4 前  1  ○   15 

必修１０単位 
＋ 

選択４単位 

生化学総論 1 前   1 ○   15 
栄養学Ⅰ（基礎） 2 後   1 ○   15 
栄養学Ⅱ（応用） 2 後   1 ○   15 
心の健康 2・4 後  1  ○   15 
薬理学Ⅰ（総論） 1 後 1   ○   15 
薬理学Ⅱ（各論） 1 後 1   ○   15 
病理学Ⅰ（総論） 1 前 1   ○   15 
病理学Ⅱ（各論） 1 前 1   ○   15 
微生物学Ⅰ（総論） 1・4 前  1  ○   15 
微生物学Ⅱ（各論） 1・4 前  1  ○   15 
発達心理学 1・4 前  1  ○   15 
臨床心理学 1・2・4 後  1   ○  30 

健
康
と
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム 

健康論 1・2・4 前  1  ○   15 
公衆衛生学Ⅰ（基礎） 2 前 1   ○   15 
公衆衛生学Ⅱ（応用） 2 後 1   ○   15 
疫学・保健統計Ⅰ（基礎） 3 前 1   ○   15 
疫学・保健統計Ⅱ（応用） 3 前 1   ○   15 
リハビリテーション概論 2・3 後  1  ○   15 
救命・救急の理論と実際 2・4 前  1  ○   15 
画像診断学 2・3・4 後  1  ○   15 
保健医療福祉論Ⅰ（基礎） 2 後 1   ○   15 
保健医療福祉論Ⅱ（応用） 2 後 1   ○   15 
食育論Ⅰ（基礎） 3 前  1  ○   15 
食育論Ⅱ（応用） 3 前  1  ○   15 
健康と運動 1・2・4 後  1  ○   15 
家族社会学 1・4 前  1  ○   15 
医療経営管理論    ４前  1  ○   15 
リスクマネジメント論 2・4 後  1  ○   15 

専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

管理栄養士導入教育 1 前 1   ○   15 

【専門科目】 
必修７８単位 

＋ 
選択７単位 

解剖生理学Ⅰ 1 前 2   ○   30 
解剖学実験 1 後 1     ○ 45 
解剖生理学Ⅱ 1 後 2   ○   30 
生理学実験 2 前 1     ○ 45 
生化学 1 前 2   ○   30 
栄養生化学 1 後 2   ○   30 
生化学実験 2 前 1     ○ 45 
疾病論 2 前 2   ○   30 
高齢者医療論 3・4 後  1  ○   15 
食品学各論 1 前 2   ○   30 
食品学実験 1 後 1     ○ 45 
食品学総論 1 前 2   ○   30 
食品化学実験 1 後 1     ○ 45 
理化学概論 1 前  1  ○   15 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必
修 

選
択 

自
由 

講
義 

演
習 

実
験
・
実
習 

専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

食品衛生学 1 後 2   ○   30 

【専門科目】 
（再掲） 

必修７８単位 
＋ 

選択７単位 

食品衛生学実験 2 後 1     ○ 45 
食品加工学 2 前 1   ○   15 
食品加工学実習 2 後 1     ○ 45 
食品微生物学 3・4 後  1  ○   15 
食事設計と調理 1 前 2   ○   30 
食事設計と調理実習 2 前 1     ○ 45 
調理実習 1 後 1     ○ 45 
調理科学実験 1 前 1     ○ 45 

基
礎

栄
養

学 

基礎栄養学 1 後 2   ○   30 
基礎栄養学実習 2 前 1     ○ 45 

応
用
栄
養
学 

応用栄養学Ⅰ 2 前 2   ○   30 
応用栄養学Ⅱ 2 後 2   ○   30 
応用栄養学Ⅲ 3 前 2   ○   30 
応用栄養学実習 3 前 1     ○ 45 
スポーツ栄養学 3・4 後  1  ○   15 

栄
養
教
育
論 

栄養教育論Ⅰ 2 後 2   ○   30 
栄養教育論Ⅱ 3 前 2   ○   30 
栄養教育論実習 3 前 1     ○ 45 
栄養教育手法論 3 前 2   ○   30 

臨
床
栄
養
学 

臨床栄養学Ⅰ 2 前 2   ○   30 
臨床栄養学Ⅱ 2 後 2   ○   30 
臨床栄養学実習 2 後 1     ○ 45 
栄養ケアマネジメント論 3 前 2   ○   30 
栄養ケアマネジメント論実習 3 前 1     ○ 45 
臨床検査学 2 前 2   ○   30 
在宅栄養支援論 3・4 後  1  ○   15 
障害者栄養支援論 3・4 後  1  ○   15 

公
衆
栄
養
学 

公衆栄養学Ⅰ 2 後 2   ○   30 
公衆栄養学Ⅱ 3 前 2   ○   30 
公衆栄養学実習 3 前 1     ○ 45 
国際栄養学 3・4 後  1  ○   15 

給
食
経
営 

管

理

論 

給食経営管理論Ⅰ 2 前 2   ○   30 

給食経営管理論Ⅱ 2 後 2   ○   30 
給食経営管理実習 3 前 2     ○ 90 
フードマネジメント論 3・4 後  1  ○   15 

総
合 

演
習 

総合演習 4 前 1    ○  30 
栄養統計学 3 後 1   ○   15 
管理栄養士特別演習 4 通  2   ○  60 

研
究 卒業研究 4 通 2    ○  60 

臨
地
実
習 

臨床栄養臨地実習 3 通 2     ○ 90 

給食経営管理臨地実習 3 通 2     ○ 90 

公衆栄養臨地実習 3 通  1    ○ 45 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必
修 

選
択 

自
由 

講
義 

演
習 

実
験
・
実
習 

専
門
科
目 

臨
地
実
習 

栄養管理臨地実習 4 通  1    ○ 45 【専門科目】 
（再掲） 

必修７８単位 
＋ 

選択７単位 

事前指導 3 通 1    ○  30 

事後指導 3 通 1    ○  30 

 
  

265



別表（栄養学科 2019 年度以降入学生用） 

- 159 - 
 

 
先修条件 
【特色科目】 
１ 「千葉県の健康づくり」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
２ 「社会実習（ボランティア活動）」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであるこ

と。 
 
【一般教養科目】 
１ 「実践統計学」を履修するには「統計学」の単位を修得済みであること。 
２ 「英語Ⅶ(上級英語)A」、「英語Ⅶ(上級英語) B」を履修するには「英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、またはⅥ」

の選択２単位を修得済みであること。 
 
【専門科目】 
１ 「臨床栄養学実習」を履修するには、「臨床栄養学Ⅰ」の単位を修得済みであり、「臨床栄養学Ⅱ」

の単位は修得見込みであること。 
２ 「公衆栄養学実習」を履修するには、「公衆栄養学Ⅱ」の単位を修得見込みであること。 
３ 「臨床栄養臨地実習」、「給食経営管理臨地実習」、「公衆栄養臨地実習」、「事前指導」及び「事後指

導」を履修するには、3 年前期に配当された必修の専門科目の単位を修得見込みであること。 
４ 「栄養教諭教育実習」及び「栄養教諭教育実習：事前・事後指導」を履修するには、管理栄養士課

程の「臨床栄養臨地実習」及び「給食経営管理臨地実習」を単位修得済みであり、3 年次終了までに

配当された教職課程の全科目を単位修得済みであること。 
 
進級要件 
以下の要件を満たした者でなければ、３年次に進級できない。 
１ １・２年次に配当された特色科目および保健医療基礎科目の必修科目の単位を修得済みの者。 
２ １・２年次に配当された専門科目の必修科目の単位を修得済みの者。 
 
卒業要件 

科目区分 必修科目 選択科目 合計 

特色科目 ３単位 ０単位 ３単位 

一般教養科目 ６単位 １８単位 ２４単位 

保健医療基礎科目 １０単位 ４単位 １４単位 

専門科目 ７８単位 ７単位 ８５単位 

合 計 ９７単位 ２９単位 １２６単位 
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教職（栄養教諭一種）課程選択 

栄養教諭一種免許取得希望者は、下表に指定する一般教養科目を含む卒業要件の１２６単位のほか、

栄養教諭に関する科目を履修し、その単位を取得しなければならない。卒業時の取得単位数は１４９

単位とする。 

栄養教諭一種免許取得希望者の履修内容は次のとおりである。 

科目区分 授業科目の名称 配当年次 単位数 時間数 履修方法等 

一
般
教
養
科
目 

人 

間 

理
解
群 

健康スポーツ科学    （再掲） 1･2･3 前後 1 30  

生涯身体運動科学    （再掲） 1･2･3 前後 1 30  

生
活
と 

環
境
群 

法学（日本国憲法）   （再掲） 1･2･3 前 2 30  

情 

報 

理
解
群 

情報リテラシーⅠ    （再掲） 1･2･3 前 1 30  

情報リテラシーⅡ    （再掲） 1･2･3 後 1 30  

外
国
語
群 

英語Ⅱ（英会話）      （再掲） 1･2･3 前 1 30 

3 科目のうち 2 単位を 
選択必修とする 

英語Ⅳ（英語コミュニケーション）    

（再掲） 
1･2･3 後 1 30 

英語Ⅵ（応用英語）   （再掲） 1･2･3 後 1 30 

栄
養
教
諭
に
関
す
る
科
目 

栄
養
に
係
る
教
育

に
関
す
る
科
目 

食生活教育論 3 前 2 30 

 

学校栄養教育論 3 後 2 30 

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る

科
目 

教職論 1 後 2 30 

教育学概論 2 後 １ 15 

教育心理 2 前 2 30 

教育制度論 2 後 １ 15 

カリキュラム論 2 前 1 15 

特別支援教育論 3 前 1 15 

道
徳
□
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
内
容
及

び
生
徒
指
導
□
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目 

教育の方法と技術 3 前 2 30 

道徳・総合的な学習・特別活動論 2 前 1 15 

生徒指導論 3 前 1 15 

教育相談 3 後 2 30 

教
育
実
践
に
関
す
る

科
目 

教職実践演習（栄養教諭） 4 後 2 30 

栄養教諭教育実習：事前・事後 

指導 
4 通 1 45 

栄養教諭教育実習 4 通 2 90 
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食品衛生監視員及び食品衛生管理者 

 ２０１９年度入学生から、栄養学科の課程を修了することで食品衛生監視員及び食品衛生管理者の任

用資格を取得することができる。 
 なお、法令に定める科目に対応する、本学の授業科目は下表のとおり。 
 
食品衛生法施行規則別表第 14 及び第 15 に定める学科、科目名 

区分 規定科目 
規定科目に対応する 

本学授業科目名 

配当 

年次 

選択別 
単位数 

必 修 選 択 

Ａ群 化学関係 
有機化学 

無機化学 
化学 

1･2･3･4

前 
  2 2 

  分析化学 食品化学実験 1 後 1   1 

    理化学概論 1 前   1 1 

  小計  1 3 4 

Ｂ群 生物化学関係 生物化学 生化学 1 前 2   2 

    栄養生化学 1 後 2   2 

    生化学実験 2 前 1   1 

  食品化学 食品学総論 1 前 2   2 

    食品学各論 1 前 2   2 

    食品学実験 1 後 1   1 

  生理学 解剖生理学Ⅱ 1 後 2   2 

    生理学実験      2 前 1   1 

  小計  13 0 13 

Ｃ群 微生物学関係 

食品微生物学 食品微生物学 3･4 後   1 1 

食品保存学 

食品製造学 

食品加工学 2 前 1   1 

食品加工学実習 2 後 1   1 

  小計  2 １ 3 

Ｄ群 公衆衛生学関係 

公衆衛生学 公衆衛生学Ⅰ（基礎） 2 前 1   1 

  公衆衛生学Ⅱ(応用） 2 後 1   1 

食品衛生学 食品衛生学 1 後 2   2 

  食品衛生学実験 2 後 1   1 

疫学 疫学・保健統計Ⅰ(基礎） 3 前 1   1 

  疫学・保健統計Ⅱ（応用） 3 前 1   1 

  小計  7 0 7 

Ａ群からＤ群の合計で 22 単位以上を履修 合計（Ａ+Ｂ+Ｃ+Ｄ） 23 4 27 
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Ｅ群その他の関連科目 

病理学 病理学Ⅰ（総論） 1 前 1   1 

  病理学Ⅱ(各論） 1 前 1   1 

医学概論 疾病論 2 前 2   2 

解剖学 解剖生理学Ⅰ 1 前 2   2 

  解剖学実験 1 後 1   1 

栄養化学 基礎栄養学 1 後 2   2 

  基礎栄養学実習 2 前 1   1 

栄養学 応用栄養学Ⅰ 2 前 2   2 

  応用栄養学Ⅱ 2 後 2   2 

  応用栄養学Ⅲ 3 前 2   2 

その他これらに

類する食品衛生

に関する科目 

食事設計と調理 1 前 2  2 

 食事設計と調理実習 2 前 1  1 

 調理実習 1 後 1  1 

 調理科学実験 1 前 1  1 

  小計  21 0 21 

Ａ群からＥ群を含め 40 単位以上を履修 総計（Ａ+Ｂ+Ｃ+Ｄ+Ｅ） 44 4 48 

 
 
（注） 
○ 上表のうち、必修科目のみで法定の必要単位数を上回るため、栄養学科の課程を修了した全ての者

は、当該資格を取得することができる。（２０１９年度以降の入学者に限る。） 
 
○ 「任用資格」とは、特定の職務に従事するために必要な資格である。申請により免許を取得する栄

養士及び管理栄養士と異なり、養成施設の課程を修了し、当該職務に任用されることで効力が発生する。 
 

○ 食品衛生監視員及び食品衛生管理者養成施設である他大学から本学栄養学科に転入学した者は、転

入元と本学での修得単位を合算し、必要な単位を修得することで資格を取得することができる。 
なお、未登録施設から転入学した場合は、食品衛生法及び同法施行規則の規定により、既修得単位を

認定することはできないので、上表の資格取得に必要な授業科目は、本学で履修する必要がある。 
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2 1

2 1

2 1

3 1

1 2

1 2

1 2

2 1

2 2

1 1

2 1

1 2

1 1

1 2

1 1

1 2

2 1

1 2

2 1

2 2

2 2

3 1

2 2

2 1

2 2

3 1

3 2

2 2

3 1

1 2

1 1

2 2

3 2

3 2

小計 36 14 37 15

合計

栄養士課程指定規則との比較表

教育内容

単位数

授業科目の名称 配当年次

単位数（授業形態別）

講義又は
演習

実験又は
実習

講義・
演習

実験・
実習

社会生活と健康 4

4

公衆衛生学Ⅰ（基礎）

公衆衛生学Ⅱ（応用）

保健医療福祉論Ⅰ（基礎）

疫学・保健統計Ⅰ（基礎）

人体の構造と機能 8

解剖生理学Ⅰ

解剖生理学Ⅱ

生化学

生化学実験

疾病論

解剖学実験

生理学実験

食品と衛生 6

食品学各論

食品学実験

食品学総論

食品化学実験

食品衛生学

食品加工学

栄養と健康 8

10

基礎栄養学

基礎栄養学実習

応用栄養学Ⅰ

応用栄養学Ⅱ

応用栄養学実習

臨床栄養学Ⅰ

臨床栄養学実習

栄養の指導 6

栄養教育論Ⅰ

栄養教育論実習

栄養教育手法論

公衆栄養学Ⅰ

公衆栄養学実習

50 52

給食の運営 4

食事設計と調理

調理実習

給食経営管理論Ⅰ

給食経営管理実習

給食経営管理臨地実習
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管理栄養士に係る必修科目

1
1
1
1
1
1
2
2
2
2

1
2

1
1

1
1
1
1
2

1
2

1
2

1
1

1
2

1
1
1

計 28 10 29 10
2

1
2
2
2

1
2
2

1
2
2
2

1
2

1
2
2
2

1
2
2

2
1
1

2
2

計 32 12 32 12
合計 60 22 61 22

給食経営管理実習
事後指導
総合演習
臨床栄養臨地実習
給食経営管理臨地実習

公衆栄養学Ⅰ
公衆栄養学Ⅱ
公衆栄養学実習
給食経営管理論Ⅰ
給食経営管理論Ⅱ

臨床栄養学Ⅰ
臨床栄養学Ⅱ
臨床栄養学実習
栄養ケアマネジメント論
栄養ケアマネジメント論実習
臨床検査学

応用栄養学Ⅲ
応用栄養学実習
栄養教育論Ⅰ
栄養教育論Ⅱ
栄養教育論実習
栄養教育手法論

調理実習
調理科学実験

基礎栄養学
基礎栄養学実習
応用栄養学Ⅰ
応用栄養学Ⅱ

食品衛生学
食品衛生学実験
食品加工学
食品加工学実習
食事設計と調理
食事設計と調理実習

病理学Ⅰ（総論）
病理学Ⅱ（各論）
食品学各論
食品学実験
食品学総論
食品化学実験

生化学実験
疾病論
解剖学実験
生理学実験
薬理学Ⅰ（総論）
薬理学Ⅱ（各論）

疫学・保健統計Ⅰ（基礎）
疫学・保健統計Ⅱ（応用）
解剖生理学Ⅰ
解剖生理学Ⅱ
生化学
栄養生化学

合計

4

専
門
基
礎
分
野

食べ物と健康 8

10

計

2

8

計

授業科目の名称

14

2

8

4

4

6

6

実験
又は
実習

6

開設科目
の単位数

講義
又は
演習

公衆衛生学Ⅰ（基礎）
公衆衛生学Ⅱ（応用）
保健医療福祉論Ⅰ（基礎）
保健医療福祉論Ⅱ（応用）

管理栄養士学校指定規則（以下この表で「指
定規則」という。）による教育内容

指定規則に
よる単位数

講義
又は
演習

実験
又は
実習

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち

 社会・環境と健康

専
門
分
野

臨地実習

給食経営管理論

臨床栄養学

 公衆栄養学

総合演習

基礎栄養学

応用栄養学

栄養教育論

271



別表（歯科衛生学科 2019 年度以降入学生用） 

- 174 - 
 

科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

特
色
科
目 

体験ゼミナール 1 前 1     ○ 45 

必修３単位 
千葉県の健康づくり 2 後 1    ○  30 
専門職間の連携活動論 4 後 1    ○  30 
社会実習（ボランティア活動） 2・3・4   1   ○ 45 

一
般
教
養
科
目 

人
間
理
解
群 

心理学 1・2・3・4 前  2  ○   30 

必修 
９単位 

□
一
般
教
養
科
目
□
選
択
科
目
か
ら
選
択
１
１
単
位 

哲学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
文学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
歴史と文化 1・2・3・4 前  2  ○   30 
生命倫理 1・2・3・4 後 2   ○   30 
宗教学 1・2・3・4 後  2  ○   30 
教育学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
人間関係論 1・2・3・4 前  2  ○   30 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際 1・2・3・4 前  2  ○   30 
健康スポーツ科学 1・2・3・4 前後 1    ○  30 
生涯身体運動科学 1・2・3・4 前後  1   ○  30 

生
活
と
環
境
群 

生活とデザイン 1・2・3・4 後  2  ○   30 
法学（日本国憲法） 1・2・3・4 前 2   ○   30 
社会学 1・2・3・4 後  2  ○   30 
文化人類学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
経済学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
国際関係論 1・2・3・4 後  2  ○   30 
社会福祉学 1・2・3・4 前  1  ○   15 
国際的な健康課題 1・2・3・4 後  1  ○   15 
人権・ジェンダー 1・2・3・4 後  2  ○   30 

科学論 1・2・3・4 前  2  ○   30 

環境変化と生態 1・2・3・4 後  2  ○   30 

観察生物学入門 1・2・3・4 前後  2  ○   30 

生物学 1・2・3・4 前後 2   ○   30 

物理学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
化学 1・2・3・4 前  2  ○   30 

情
報
理
解
群 

統計学 1・2・3・4 後 1    ○  30 
情報リテラシーⅠ 1・2・3・4 前 1    ○  30 

情報リテラシーⅡ 1・2・3・4 後  1   ○  30 

情報倫理 1・2・3・4 後  1  ○   15 

実践統計学 2・3・4 前  1  ○   15 

外
国
語
群 

英語Ⅰ(講読) 1・2・3・4 前  1   ○  30 

必修 
２単位 
＋ 
選択 
２単位 

英語Ⅱ(英会話) 1・2・3・4 前  1   ○  30 
英語Ⅲ(講読・記述) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅳ(英語コミュニケーション) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅴ(保健医療英語) 2 前 2   ○   30 
英語Ⅵ(応用英語) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅶ（上級英語）A 2・3・4 後  1  ○   15 
英語Ⅶ（上級英語）B 2・3・4 後  1  ○   15 
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別表（歯科衛生学科 2019 年度以降入学生用） 

- 175 - 
 

科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

保
健
医
療
基
礎
科
目 

人
間
の
こ
こ
ろ
と
身
体 

運動生理学総論 2 前  1  ○   15 

必修１３単位 
＋ 

選択３単位 

生化学総論 1 前  1  ○   15 
栄養学Ⅰ（基礎） 1 後 1   ○   15 
栄養学Ⅱ（応用） 1 後 1   ○   15 
心の健康 1 後  1  ○   15 
薬理学Ⅰ（総論） 1 後 1   ○   15 
薬理学Ⅱ（各論） 1 後 1   ○   15 
病理学Ⅰ（総論） 1 前 1   ○   15 
病理学Ⅱ（各論） 1 前 1   ○   15 
微生物学Ⅰ（総論） 1 前 1   ○   15 
微生物学Ⅱ（各論） 1 前 1   ○   15 
発達心理学 1 前  1  ○   15 
臨床心理学 1 後  1   ○  30 

健
康
と
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム 

健康論 1 前  1  ○   15 
公衆衛生学Ⅰ（基礎） 2 前 1   ○   15 
公衆衛生学Ⅱ（応用） 2 後  1  ○   15 
疫学・保健統計Ⅰ（基礎） 3 前  1  ○   15 
疫学・保健統計Ⅱ（応用） 3 前  1  ○   15 
リハビリテーション概論 2 後 1   ○   15 
救命・救急の理論と実際 2 前 1   ○   15 
画像診断学 2・3・4 後  1  ○   15 
保健医療福祉論Ⅰ（基礎） 2 後 1   ○   15 
保健医療福祉論Ⅱ（応用） 2 後 1   ○   15 
食育論Ⅰ（基礎） 3 前  1  ○   15 
食育論Ⅱ（応用） 3 前  1  ○   15 
健康と運動 1 後  1  ○   15 
家族社会学 1 前  1  ○   15 
医療経営管理論 4 後  1  ○   15 
リスクマネジメント論 2 後  1  ○   15 

専
門
科
目 

歯
科
衛
生
基
礎 

解剖学 1 前 2   ○   30 

必修２７単位 

生理学 1 後 2   ○   30 
内科学概論 1 後 1   ○   15 
高齢者医療論 2 後 1   ○   15 
口腔解剖学 1 前 2   ○   30 
口腔生理学 2 前 1   ○   15 
口腔病理学 1 後 1   ○   15 
口腔微生物学 1 後 1   ○   15 
歯科薬理学 2 前 1   ○   15 
歯科生化学・臨床検査法 1 後 1   ○   15 
口腔衛生学 1 後 2   ○   30 
歯科診断学 2 後 1   ○   15 
歯科矯正学 3 前 1   ○   15 
歯科材料学 2 前 1   ○   15 
歯科保存学 2 前 2   ○   15 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

専
門
科
目 

歯
科
衛
生
基
礎 

歯周治療学 2 前 1   ○   15 

 
歯科補綴学 2 前 2   ○   30 
顎口腔外科学 2 前 2   ○   30 
顎口腔機能論 2 前 1   ○   15 
歯科衛生基礎演習 2 前 1    ○  30 

生
涯
歯
科
衛
生 

歯科衛生学概論 1 前 2   ○   30 

必修 
１９単位 

生
涯
歯
科
衛
生
及
び
歯
科
衛
生
健
康
推
進
か
ら
選
択
２
単
位 

歯科医療安全管理論 2 前 1   ○   15 
チーム歯科医療論 2 後 1   ○   15 
歯科疾患予防学 2 前 1   ○   15 
発達歯科衛生学Ⅰ(小児) 2 後 2   ○   30 
発達歯科衛生学Ⅱ(成人･高齢者) 2 後 3   ○   45 
歯科衛生体験演習Ⅰ 1 後 1    ○  30 
歯科衛生体験演習Ⅱ 2 後 1    ○  30 
歯科診療補助演習 3 前 2    ○  60 
歯科予防処置演習 3 前 2    ○  60 
顎口腔機能リハビリテーション論 2 後 1   ○   15 
顎口腔機能リハビリテーション演習 3 前 1    ○  30 
在宅歯科衛生管理論Ⅰ 3 前 1   ○   15 
在宅歯科衛生管理論Ⅱ 4 前  1  ○   15 

歯
科
衛
生
健
康
推
進 

歯科衛生アセスメント論 3 前 1   ○   15 

必修 
１１単位 

保健行動科学論 1 後 1   ○   15 
歯科保健指導･健康教育論 2 前 1   ○   15 
歯科保健指導演習Ⅰ 2 後 2    ○  60 
歯科保健指導演習Ⅱ 3 前 1    ○  30 
歯科衛生統計演習 3 前 1    ○  30 
地域歯科衛生学 2 前 1   ○   15 
地域歯科衛生演習 3 前 1    ○  30 
衛生行政 2 後 1   ○   15 
国際歯科衛生学 3 前  1  ○   15 

歯科医療管理論 4 前  1  ○   15 

社会保障・社会保険論 3 前 1   ○   15 

臨
床
・
臨
地
実
習 

歯科診療室基礎実習 3 前 2     ○ 90 

必修２２ 
単位 

歯科診療所実習 3 後 4     ○ 180 
病院実習 4 後 3     ○ 135 

継続・個別支援実習Ⅰ 3 後 2     ○ 90 

継続・個別支援実習Ⅱ 4 前 2     ○ 90 

発達歯科衛生実習Ⅰ  (小児) 4 前 2     ○ 90 

発達歯科衛生実習Ⅱ  (成人・高齢者) 4 前 2     ○ 90 

地域歯科衛生実習 4 前 1     ○ 45 
歯科診療室総合実習Ⅰ 3 後 2     ○ 90 

歯科診療室総合実習Ⅱ 4 前 2     ○ 90 

研究 卒業研究 3 後～4 通 2    ○  60 必修２単位  
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先修条件 
【特色科目】 
１ 「千葉県の健康づくり」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
２ 「社会実習（ボランティア活動）」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであるこ

と。 
【一般教養科目】 
１ 「実践統計学」を履修するには「統計学」の単位を修得済みであること。 
２ 「英語Ⅶ（上級英語）A」、「英語Ⅶ（上級英語）B」を履修するには「英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、また

はⅥ」の選択２科目の単位（２単位）を修得済みであること。 
【専門科目】 
１ 歯科衛生基礎演習を履修するには、口腔微生物学、口腔衛生学の単位を修得済みであること。 
２ 歯科保健指導演習Ⅰを履修するには、保健行動科学論、歯科保健指導・健康教育論の単位を修得済

みであること。 
３ 歯科保健指導演習Ⅱを履修するには、歯科衛生アセスメント論の単位を修得見込みであること。 
４ 歯科診療室基礎実習を履修するには、歯科診療補助演習の単位を修得見込みであること。 
５ 歯科診療室基礎実習及び病院実習を除く臨床・臨地実習を履修するには、保健医療基礎科目及び専

門科目のうち、３年次前期までに配当されているすべての必修科目の単位を修得済みであること。 
６ 病院実習を履修するには、３年次後期までに配当されているすべての必修科目の単位を修得済みで、

４年次前期に配当されているすべての必修科目の単位を修得見込みであること。 
７ 卒業研究を履修するには、原則として３年次前期までに配当されているすべての必修科目の単位を

修得済みであること。 
 
進級要件 
以下の要件を満たした者でなければ、３年次に進級できない。 
１ １・２年次に配当された特色科目および保健医療基礎科目の必修科目の単位を修得済みの者。 
２ １・２年次に配当された専門科目のうち、専門基礎科目、歯科衛生基礎科目の単位を修得済みの者。 
 
卒業要件 

科目区分 必修科目 選択科目 合 計 

特色科目 ３単位 ０単位 ３単位 

一般教養科目 １１単位 １３単位 ２４単位 

保健医療基礎科目 １３単位 ３単位 １６単位 

専門科目 ８１単位 ２単位 ８３単位 

合 計 １０８単位 １８単位 １２６単位 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

特
色
科
目 

千葉県の健康づくり 2 後 1    ○  30 

必修３単位 体験ゼミナール 1 前 1     ○ 45 

専門職間の連携活動論 4 後 1    ○  30 

一
般
教
養
科
目 

人
間
理
解
群 

心理学 1・2・3・4 前  2  ○   30 

必修 
９単位 

□
一
般
教
養
科
目
□
選
択
科
目
か
ら
選
択
１
３
単
位 

哲学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
文学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
歴史と文化 1・2・3・4 前  2  ○   30 
生命倫理 1・2・3・4 後 2   ○   30 
宗教学 1・2・3・4 後  2  ○   30 
教育学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
人間関係論 1・2・3・4 前  2  ○   30 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際 1・2・3・4 前  2  ○   30 
健康スポーツ科学 1・2・3・4 前後 1    ○  30 
生涯身体運動科学 1・2・3・4 前後  1   ○  30 

生
活
と
環
境
群 

生活とデザイン 1・2・3・4 後  2  ○   30 
法学（日本国憲法） 1・2・3・4 前 2   ○   30 
社会学 1・2・3・4 後  2  ○   30 
文化人類学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
経済学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
国際関係論 1・2・3・4 後  2  ○   30 
社会福祉学 1・2・3・4 前  1  ○   15 
国際的な健康課題 1・2・3・4 後  1  ○   15 
人権・ジェンダー 1・2・3・4 後  2  ○   30 

科学論 1・2・3・4 前  2  ○   30 

環境変化と生態 1・2・3・4 後  2  ○   30 

観察生物学入門 1・2・3・4 前後  2  ○   30 

生物学 1・2・3・4 前後 2   ○   30 

物理学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
化学 1・2・3・4 前  2  ○   30 

情
報
理
解
群 

統計学 1・2・3・4 後 1    ○  30 
情報リテラシーⅠ 1・2・3・4 前 1    ○  30 

情報リテラシーⅡ 1・2・3・4 後  1   ○  30 

情報倫理 1・2・3・4 後  1  ○   15 

外
国
語
群 

英語Ⅰ(基礎講読) 1・2・3・4 前  1   ○  30 
必修 
２単位 
＋ 
選択 
２単位 

英語Ⅱ(基礎英会話) 1・2・3・4 前  1   ○  30 
英語Ⅲ(講読・記述) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅳ(英会話) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅴ(保健医療英語) 2 前 2   ○   30 
英語Ⅵ(応用英語) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

保
健
医
療
基
礎
科
目 

人
間
の
こ
こ
ろ
と
身
体 

運動生理学総論 2 前  1  ○   15 

必修１６単位 
＋ 

選択３単位 

生化学総論 1 前  1  ○   15 
栄養学Ⅰ（基礎） 1 後 1   ○   15 
栄養学Ⅱ（応用） 1 後 1   ○   15 
心の健康 1 後 1   ○   15 
薬理学Ⅰ（総論） 1 後 1   ○   15 
薬理学Ⅱ（各論） 1 後 1   ○   15 
病理学Ⅰ（総論） 1 前 1   ○   15 
病理学Ⅱ（各論） 1 前 1   ○   15 
微生物学Ⅰ（総論） 1 前 1   ○   15 
微生物学Ⅱ（各論） 1 前 1   ○   15 
発達心理学 1 前  1  ○   15 
臨床心理学 1 後  1   ○  30 

健
康
と
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム 

健康論 1 前  1  ○   15 
公衆衛生学Ⅰ（基礎） 2 前 1   ○   15 
公衆衛生学Ⅱ（応用） 2 後 1   ○   15 
疫学・保健統計Ⅰ（基礎） 3 前  1  ○   15 
疫学・保健統計Ⅱ（応用） 3 前  1  ○   15 
リハビリテーション概論 2 後 1   ○   15 
救命・救急の理論と実際 2 前 1   ○   15 
保健医療福祉論Ⅰ（基礎） 2 後 1   ○   15 
保健医療福祉論Ⅱ（応用） 2 後 1   ○   15 
食育論Ⅰ（基礎） 3 前 1   ○   15 
食育論Ⅱ（応用） 3 前  1  ○   15 
健康と運動 1 後  1  ○   15 
家族社会学 1 前  1  ○   15 
医療経営管理論 4 後  1  ○   15 
リスクマネジメント論 2 後  1  ○   15 

専
門
科
目 

歯
科
衛
生
基
礎 

解剖学総論 1 前 2   ○   30 

必修２８単位 

生理学総論 1 後 2   ○   30 
内科学概論 1 後 1   ○   15 
高齢者医療論 2 後 1   ○   15 
口腔解剖学 1 前 2   ○   30 
口腔生理学 2 前 1   ○   15 
口腔病理学 1 後 1   ○   15 
口腔微生物学 1 後 1   ○   15 
歯科薬理学 2 前 1   ○   15 
歯科生化学・臨床検査法 1 後 1   ○   15 
口腔衛生学 1 後 2   ○   30 
歯科感染予防学 2 後 1   ○   15 
歯科診断学 2 後 1   ○   15 
歯科矯正学 3 前 1   ○   15 
歯科材料学 2 前 1   ○   15 
歯科治療学Ⅰ(保存修復・歯内療法学） 2 前 2   ○   30 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

専
門
科
目 

歯
科
衛
生
基
礎 

歯科治療学Ⅱ（歯周治療学） 2 前 1   ○   15 

 
歯科治療学Ⅲ（歯科補綴学） 2 前 2   ○   30 
顎口腔外科学 2 前 2   ○   30 
顎口腔機能論 2 前 1   ○   15 
歯科衛生基礎演習 2 前 1    ○  30 

生
涯
歯
科
衛
生 

歯科衛生学概論 1 前 2   ○   30 

必修 
１６単位 

生
涯
歯
科
衛
生
及
び
歯
科
衛
生
健
康
推
進
か
ら
選
択
３
単
位 

チーム歯科医療論 2 前 1   ○   15 
歯科疾患予防学 2 前 1   ○   15 
発達歯科衛生学Ⅰ(小児) 2 後 2   ○   45 
発達歯科衛生学Ⅱ(成人･高齢者) 2 後 3   ○   45 
演習Ⅰ（歯科材料・歯科診療補助） 3 前 2    ○  60 
演習Ⅱ（歯科予防処置） 3 前 2    ○  60 
顎口腔機能リハビリテーション論 2 後 1   ○   15 
演習Ⅲ（口腔機能リハビリテーション） 3 前 1    ○  30 
在宅歯科衛生管理論Ⅰ 3 前 1   ○   15 
在宅歯科衛生管理論Ⅱ 4 前  1  ○   15 

歯
科
衛
生
健
康
推
進 

歯科衛生アセスメント論 3 前 1   ○   15 

必修 
１１単位 

保健行動科学論 2 前 1   ○   15 
歯科保健指導･健康教育論 2 前 1   ○   15 
演習Ⅳ（歯科保健指導・カウンセリング） 2 後～3 前 3    ○  90 
歯科衛生統計学 3 前 1   ○   15 
地域歯科衛生学 2 後 1   ○   15 
演習Ⅴ（地域歯科衛生） 3 前 1    ○  30 
国際歯科衛生学 3 前  1  ○   15 

歯科医療管理論 4 前  1  ○   15 

社会保障・社会保険論 3 前 1   ○   15 

総合演習 3 後 1    ○  30 

臨
床
・
臨
地
実
習 

歯科診療室基礎実習 3 前 2     ○ 90 

必修２２ 
単位 

歯科診療所実習 3 後 4     ○ 180 

病院実習 4 後 3     ○ 135 

継続・個別支援実習 3 後～4 前 4     ○ 180 

発達歯科衛生実習Ⅰ  (小児) 4 前 2     ○ 90 

発達歯科衛生実習Ⅱ  (成人・高齢者) 4 前 2     ○ 90 

地域歯科衛生実習 4 前 1     ○ 45 

歯科診療室総合実習 3 後～4 前 4     ○ 180 

研
究 卒業研究 3 後～4 通  3   ○  90   
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先修条件 
【特色科目（平成２８年度入学生より適用する）】 
１ 「千葉県の健康づくり」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
２ 「専門職間の連携活動論」を履修するには「体験ゼミナール」、「千葉県の健康づくり」の単位を修

得済みであること。 
【専門科目】 
１ 歯科衛生基礎演習を履修するには、口腔微生物学、口腔衛生学の単位を修得済み、又は単位修得  

見込みであること。 
２ 演習Ⅰ（歯科材料・歯科診療補助）を履修するには、歯科材料学、チーム歯科医療論の単位を修得

済みであること。 
３ 演習Ⅱ(歯科予防処置)を履修するには、歯科疾患予防学の単位を修得済みであること。 
４ 演習Ⅲ(口腔機能リハビリテーション)を履修するには、顎口腔機能論、顎口腔機能リハビリ    

テーションの単位を修得済み、又は単位修得見込みであること。 
５ 演習Ⅳ(歯科保健指導・カウンセリング)を履修するには、歯科衛生アセスメント論、保健行動科学

論、歯科保健指導・健康教育論の単位を修得済み、又は単位修得見込みであること。 
６ 演習Ⅴ(地域歯科衛生)を履修するには、地域歯科衛生学の単位を修得済みであること。 
７ 総合演習を履修するには、演習Ⅰ、演習Ⅱ、演習Ⅲ、演習Ⅳ、演習Ⅴすべての単位を修得済みで   

あること。 
８ 歯科診療室基礎実習を履修するには、以下のア、イの条件を満たさなければならない。 
 ア 保健医療基礎科目及び専門科目のうち、2 年次後期までに配当されているすべての必修科目の 

単位を修得済みであること。 
 イ 演習Ⅰ(歯科材料・歯科診療補助)の単位を修得済み、又は単位修得見込みであること。 
９ 歯科診療室基礎実習を除く臨床・臨地実習を履修するには、保健医療基礎科目及び専門科目のうち、

3 年次前期までに配当されているすべての必修科目の単位を修得済みであること。 

10 卒業研究を履修するには、原則として４年次前期までに配当されているすべての必修科目の単位を

修得済み、又は単位修得見込みであること。 
 
卒業要件 

科目区分 必修科目 選択科目 合 計 

特色科目 ３単位 ０単位 ３単位 

一般教養科目 １１単位 １３単位 ２４単位 

保健医療基礎科目 １６単位 ３単位 １９単位 

専門科目 ７７単位 ３単位 ８０単位 

合 計 １０７単位 １９単位 １２６単位 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

特
色
科
目 

体験ゼミナール 1 前 1     ○ 45 

必修３単位 千葉県の健康づくり 2 後 1    ○  30 
専門職間の連携活動論 4 後 1    ○  30 
社会実習（ボランティア活動） 2・3・4   1   ○ 45 

一
般
教
養
科
目 

人
間
理
解
群 

心理学 1・2・3・4 前  2  ○   30 

必修 
４単

位 

一般教養科

目から選択

１２単位 
 
 

哲学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
文学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
歴史と文化 1・2・3・4 前  2  ○   30 
生命倫理 1・2・3・4 後  2  ○   30 
宗教学 1・2・3・4 後  2  ○   30 
教育学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
人間関係論 1・2・3・4 前 2   ○   30 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際 1・2・3・4 前 2   ○   30 
健康スポーツ科学 1・2・3・4 前後  1   ○  30 
生涯身体運動科学 1・2・3・4 前後  1   ○  30 

生
活
と
環
境
群 

生活とデザイン 1・2・3・4 後  2  ○   30 

必修 
２単

位 

法学（日本国憲法） 1・2・3・4 前  2  ○   30 
社会学 1・2・3・4 後  2  ○   30 
文化人類学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
経済学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
国際関係論 1・2・3・4 後  2  ○   30 
社会福祉学 1・2・3・4 前  1  ○   15 
国際的な健康課題 1・2・3・4 後  1  ○   15 
人権・ジェンダー 1・2・3・4 後  2  ○   30 

科学論 1・2・3・4 前  2  ○   30 

環境変化と生態 1・2・3・4 後  2  ○   30 

観察生物学入門 1・2・3・4 前後  2  ○   30 

生物学 1・2・3・4 前後  2  ○   30 

物理学 1・2・3・4 前 2   ○   30 
化学 1・2・3・4 前  2  ○   30 

情
報
理
解
群 

統計学 1・2・3・4 後  1   ○  30 

必修 
２単

位 

情報リテラシーⅠ 1・2・3・4 前 1    ○  30 

情報リテラシーⅡ 1・2・3・4 後  1   ○  30 

情報倫理 1・2・3・4 後 1   ○   15 

実践統計学 1・2・3・4 後  1  ○   15 

外
国
語
群 

英語Ⅰ(講読) 
1・2・3・4

前 
 1   ○  30 

必修 
２単

位 
＋ 
選択 
２単

位 

英語Ⅱ(英会話) 1・2・3・4 前  1   ○  30 
英語Ⅲ(講読・記述) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅳ(英語コミュニケーション) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅴ(保健医療英語) 1・2・3・4 前 2   ○   30 
英語Ⅵ(応用英語) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅶ(上級英語)A 2・3・4 後  1  ○   15 

英語Ⅶ(上級英語)B 2・3・4 後  1  ○   15 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

保
健
医
療
基
礎
科
目 

人
間
の
こ
こ
ろ
と
身
体 

運動生理学総論 2 前  1  ○   15 

必修１０単位 
＋ 

選択２単位 

生化学総論 1 前  1  ○   15 
栄養学Ⅰ（基礎） 1 後 1   ○   15 
栄養学Ⅱ（応用） 1 後  1  ○   15 
心の健康 1 後  1  ○   15 
薬理学Ⅰ（総論） 1 後  1  ○   15 
薬理学Ⅱ（各論） 1 後  1  ○   15 
病理学Ⅰ（総論） 1 前 1   ○   15 
病理学Ⅱ（各論） 1 前  1  ○   15 
微生物学Ⅰ（総論） 1 前 1   ○   15 
微生物学Ⅱ（各論） 1 前  1  ○   15 
発達心理学 1 前  1  ○   15 
臨床心理学 1 後 1    ○  30 

健
康
と
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム 

健康論 1 前  1  ○   15 
公衆衛生学Ⅰ（基礎） 2 前 1   ○   15 
公衆衛生学Ⅱ（応用） 2 後  1  ○   15 
疫学・保健統計Ⅰ（基礎） 3 前  1  ○   15 
疫学・保健統計Ⅱ（応用） 3 前  1  ○   15 
リハビリテーション概論 1 後 1   ○   15 
救命・救急の理論と実際 2 前 1   ○   15 
画像診断学 2 後 1   ○   15 
保健医療福祉論Ⅰ（基礎） 2 後 1   ○   15 
保健医療福祉論Ⅱ（応用） 2 後  1  ○   15 
食育論Ⅰ（基礎） 3 前  1  ○   15 
食育論Ⅱ（応用） 3 前  1  ○   15 
健康と運動 1 後  1  ○   15 
家族社会学 1 前  1  ○   15 
医療経営管理論 4 後  1  ○   15 
リスクマネジメント論 2 後 1   ○   15 

専
門
科
目 

リ
ハ
ビ
リ
テ
□
シ
□
ン
専
門
基
礎
科
目 

人体の構造Ⅰ（筋・骨・神経系の構造） 1 前 1    ○  30 

必修２５単位 
＋ 

選択１単位 

人体の構造Ⅱ（脈管・内臓・感覚器の構造） 1 後 1    ○  30 
人体の構造実習 1 後 1     ○ 45 
人体の機能Ⅰ（動物性機能） 1 前 1    ○  30 
人体の機能Ⅱ（植物性機能） 1 後 1    ○  30 
人体の機能実習 2 前 1     ○ 45 
運動学Ⅰ（運動の基礎科学） 1 後 1    ○  30 
運動学Ⅱ（応用的運動科学） 2 前 1    ○  30 
運動学実習 2 後 1     ○ 45 
臨床運動学 2 後 1    ○  30 
機能解剖学 1 後 1    ○  30 
人間工学 2 後  1   ○  30 
人間発達学 2 前 1    ○  30 
医学総論 1 後 1   ○   15 
内科学総論 2 前 1    ○  30 
内科学各論 2 後 1    ○  30 
神経内科学総論 2 前 1    ○  30 
神経内科学各論 2 後 1    ○  30 
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整形外科学総論 2 前 1    ○  30 

科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 

  

必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

  

整形外科学各論 2 後 1    ○  30 

 

精神神経科学総論 2 前 1    ○  30 
精神神経科学各論 2 後  1   ○  30 
臨床薬理学 2 後 1   ○   15 
老年科学 3 前 1    ○  30 
小児科学 3 前 1    ○  30 
臨床医学概論 3 前 1    ○  30 
リハビリテーション医学 3 前 1    ○  30 

専
門
科
目 

理
学
療
法
専
門
基
礎
科
目 

理学療法概論 1 前 1    ○  30 

必修２０単位 

理学療法管理学 4 後 2   ○   30 
運動療法学 2 前 2   ○   30 
理学療法評価学Ⅰ 2 前 2   ○   30 
理学療法評価学演習 2 前 1    ○  30 
理学療法評価学Ⅱ(神経系) 2 後 1   ○   15 
理学療法評価学Ⅲ(統合・解釈) 2 後 1    ○  30 
理学療法評価学Ⅳ(画像評価) 3 後 1   ○   15 
日常生活活動学 2 前 2   ○   30 
日常生活活動学演習 2 後 1    ○  30 
物理療法学 2 後 1   ○   15 
物理療法学演習 2 後 1    ○  30 
義肢装具学 3 前 2   ○   30 
義肢装具学演習 3 前 1    ○  30 
理学療法研究方法論 3 前 1    ○  30 

理
学
療
法
専
門
科
目 

運動器障害理学療法学 3 前 2   ○   30 

必修２２単位 
＋ 

選択１単位 

運動器障害理学療法学演習 3 後 1    ○  30 
神経系障害理学療法学 3 前 2   ○   30 
神経系障害理学療法学演習 3 後 1    ○  30 
内部障害理学療法学 3 前 2   ○   30 
内部障害理学療法学演習 3 後 1    ○  30 
老年期障害理学療法学 3 前 2   ○   30 
老年期障害理学療法学演習 3 後 1    ○  30 

発達障害理学療法学 3 前 2   ○   30 

発達障害理学療法学演習 3 後 1    ○  30 
発達障害理学療法学特論 3 後  1  ○   15 
地域理学療法学 3 前 2   ○   30 
地域理学療法学演習 3 後 1    ○  30 

理学療法技術論 4 後 1    ○  30 

生体機能計測学 3 前  1   ○  30 

理学療法応用評価学 3 後 1    ○  30 

理学療法学特論Ⅰ(運動器・老年期) 3 後  1   ○  30 

理学療法学特論Ⅱ(神経系・内部・地域) 3 後  1   ○  30 
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発展領域論(がん・予防・臨床研究解析法) 4 後 2   ○   30 

臨
床
実
習 

臨床体験実習 1 後 1     ○ 45 

必修２０単位 
評価実習 3 後 4     ○ 180 
総合実習Ⅰ 4 前 7     ○ 315 
総合実習Ⅱ 4 前 7     ○ 315 
地域理学療法学実習 4 後 1     ○ 45 

研
究 卒業研究 4 通 2    ○  60 必修２単位 

先修条件 
【特色科目】 
１ 「千葉県の健康づくり」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
２ 「社会実習（ボランティア活動）」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
【一般教養科目】 
１ 「実践統計学」を履修するには「統計学」の単位を修得済みであること。 
２ 「英語Ⅶ(上級英語)A」「英語Ⅶ(上級英語)Ｂ」を履修するには「英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、またはⅥ」の

選択２単位を修得済みであること。 
【専門科目】 
１ 2 年次配当の「リハビリテーション専門基礎科目」「理学療法専門基礎科目」を履修するには、1 年

次配当の「リハビリテーション専門基礎科目」および「理学療法概論」の単位を修得済みであるこ

と。 
２ 「評価実習」を履修するには、3 学年前期までに開講するすべての必修科目の単位を修得済みである

こと。  
３ 「総合実習Ⅰ」、「総合実習Ⅱ」、「地域理学療法学実習」および「卒業研究」を履修するには、3 学年

後期までに開講するすべての必修科目の単位を修得済みであること。 
 
進級要件 
以下の要件を満たした者でなければ、３年次に進級できない。 
１ １・２年次に配当された特色科目および保健医療基礎科目の必修科目の単位を修得済みの者。 
２ １・２年次に配当された専門科目の必修科目の単位を修得済みの者。 
 
卒業要件 

科目区分 必修科目 選択科目 合 計 

特色科目 ３単位 ０単位 ３単位 

一般教養科目 １０単位 １４単位 ２４単位 

保健医療基礎科目 １０単位 ２単位 １２単位 

専門科目 ８９単位 ２単位 ９１単位 

合 計 １１２単位 １８単位 １３０単位 

 

283



別表（リハビリテーション学科作業療法学専攻 2019 年度以降入学生用） 

- 190 - 
 

科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

特
色
科
目 

体験ゼミナール 1 前 1     ○ 45 

必修３単位 千葉県の健康づくり 2 後 1    ○  30 
専門職間の連携活動論 4 後 1    ○  30 
社会実習（ボランティア活動） 2・3・4   1   ○ 45 

一
般
教
養
科
目 

人
間
理
解
群 

心理学 1・2・3・4 前 2   ○   30 

必修 
２単位 
＋ 
選択 
２単位 
(※4) 

□
一
般
教
養
科
目
□
選
択
科
目
か
ら
選
択
１
２
単
位 

哲学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
文学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
歴史と文化 1・2・3・4 前  2  ○   30 
生命倫理 1・2・3・4 後  2  ○   30 
宗教学 1・2・3・4 後  2  ○   30 
教育学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
人間関係論 1・2・3・4 前  2  ○   30 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際 1・2・3・4 前  2  ○   30 
健康スポーツ科学 1・2・3・4 前後  1   ○  30 
生涯身体運動科学 1・2・3・4 前後  1   ○  30 

生
活
と
環
境
群 

生活とデザイン 1・2・3・4 後  2  ○   30 

必修 
２単位 

法学（日本国憲法） 1・2・3・4 前  2  ○   30 
社会学 1・2・3・4 後  2  ○   30 
文化人類学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
経済学 1・2・3・4 前  2  ○   30 
国際関係論 1・2・3・4 後  2  ○   30 
社会福祉学 1・2・3・4 前  1  ○   15 
国際的な健康課題 1・2・3・4 後  1  ○   15 
人権・ジェンダー 1・2・3・4 後  2  ○   30 

科学論 1・2・3・4 前  2  ○   30 

環境変化と生態 1・2・3・4 後  2  ○   30 

観察生物学入門 1・2・3・4 前後  2  ○   30 

生物学 1・2・3・4 前後  2  ○   30 

物理学 1・2・3・4 前 2   ○   30 
化学 1・2・3・4 前  2  ○   30 

情
報
理
解
群 

統計学 1 後 1    ○  30 

必修 
２単位 

情報リテラシーⅠ 1 前 1    ○  30 

情報リテラシーⅡ 1・2・3・4 後  1   ○  30 

情報倫理 1・2・3・4 後  1  ○   15 

実践統計学 2・3・4 後  1  ○   15 

外
国
語
群 

英語Ⅰ(講読) 1・2・3・4 前  1   ○  30 

必修 
２単位 
＋ 
選択 
２単位 

英語Ⅱ(英会話) 1・2・3・4 前  1   ○  30 
英語Ⅲ(講読・記述) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅳ(英語コミュニケーション) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅴ(保健医療英語) 2 前 2   ○   30 
英語Ⅵ(応用英語) 1・2・3・4 後  1   ○  30 
英語Ⅶ(上級英語)A 2・3・4 後  1  ○   15 

英語Ⅶ(上級英語)B 2・3・4 後  1  ○   15 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

保
健
医
療
基
礎
科
目 

人
間
の
こ
こ
ろ
と
身
体 

運動生理学総論 2 前  1  ○   15 

必修９単位 
＋ 

選択１単位 

生化学総論 1 前  1  ○   15 
栄養学Ⅰ（基礎） 1 後 1   ○   15 
栄養学Ⅱ（応用） 1 後  1  ○   15 
心の健康 1 後  1  ○   15 
薬理学Ⅰ（総論） 1 後  1  ○   15 
薬理学Ⅱ（各論） 1 後  1  ○   15 
病理学Ⅰ（総論） 1 前 1   ○   15 
病理学Ⅱ（各論） 1 前  1  ○   15 
微生物学Ⅰ（総論） 1 前  1  ○   15 
微生物学Ⅱ（各論） 1 前  1  ○   15 
発達心理学 1 前  1  ○   15 
臨床心理学 1 後 1    ○  30 

健
康
と
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム 

健康論 1 前 1   ○   15 
公衆衛生学Ⅰ（基礎） 2 前  1  ○   15 
公衆衛生学Ⅱ（応用） 2 後  1  ○   15 
疫学・保健統計Ⅰ（基礎） 3 前  1  ○   15 
疫学・保健統計Ⅱ（応用） 3 前  1  ○   15 
リハビリテーション概論 1 後 1   ○   15 
救命・救急の理論と実際 2 前 1   ○   15 
画像診断学 2 後 1   ○   15 
保健医療福祉論Ⅰ（基礎） 2 後 1   ○   15 
保健医療福祉論Ⅱ（応用） 2 後 1   ○   15 
食育論Ⅰ（基礎） 3 前  1  ○   15 
食育論Ⅱ（応用） 3 前  1  ○   15 
健康と運動 1 後  1  ○   15 
家族社会学 1 前  1  ○   15 
医療経営管理論 4 後  1  ○   15 
リスクマネジメント論 2 後  1  ○   15 

専
門
科
目 

リ
ハ
ビ
リ
テ
□
シ
□
ン
専
門
基
礎
科
目 

人体の構造Ⅰ（筋・骨・神経系の構造） 1 前 1    ○  30 

必修２６単位 
＋ 

選択１単位 

人体の構造Ⅱ（脈管・内臓・感覚器の構造） 1 後 1    ○  30 
人体の構造実習 1 後 1     ○ 45 
人体の機能Ⅰ（動物性機能） 1 前 1    ○  30 
人体の機能Ⅱ（植物性機能） 1 後 1    ○  30 
人体の機能実習 2 前 1     ○ 45 
体表解剖学 1 後 1   ○   15 
作業運動学Ⅰ（作業運動の基礎） 1 後 1    ○  30 
作業運動学Ⅱ（作業運動の応用） 2 前 1    ○  30 
作業運動学演習 2 前 1    ○  30 
作業運動学実習 2 後 1     ○ 45 
作業分析学 2 前  1  ○   15 
人間工学 2 後  1   ○  30 
人間発達学 2 前 1    ○  30 
医学総論 1 後 1   ○   15 
内科学総論 2 前 1    ○  30 
内科学各論 2 後 1    ○  30 
神経内科学総論 2 前 1    ○  30 
神経内科学各論 2 後 1    ○  30 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

  

整形外科学総論 2 前 1    ○  30 

 

整形外科学各論 2 後 1    ○  30 
精神神経科学総論 2 前 1    ○  30 
精神神経科学各論 2 後 1    ○  30 
臨床薬理学 2 後 1   ○   15 
老年科学 3 前 1    ○  30 
小児科学 3 前 1    ○  30 
臨床医学概論 3 前 1    ○  30 
リハビリテーション医学 3 前 1    ○  30 

専
門
科
目 

基
礎
作
業
療
法
学 

作業療法概論 1 前 1    ○  30 

必修６単位 
＋ 

選択２単位 

作業療法管理学 3 後 2   ○   30 
作業療法基礎理論 2 前  1   ○  30 
作業療法研究法 3 前 1   ○   15 
基礎作業学・演習 1 前 1    ○  30 
基礎作業学実習 1 後 1     ○ 45 
作業療法ゼミナール A 2 後  1  ○   15 
作業療法ゼミナール B 2 後  1  ○   15 
作業療法ゼミナール C 2 後  1  ○   15 
作業療法ゼミナール D 2 後  1  ○   15 
作業療法ゼミナール E 2 後  1  ○   15 
作業療法ゼミナール F 2 後  1  ○   15 

実
践
作
業
療
法
学 

作業療法評価学総論 1 後 1   ○   15 

必修２９単位 

身体作業療法評価学 2 前 1   ○   15 
身体作業療法評価学実習 2 通 1     ○ 45 
身体作業療法学Ⅰ 2 後 2   ○   30 
身体作業療法学Ⅱ 2 後 2   ○   30 
身体作業療法学演習 3 前 1    ○  30 
精神作業療法評価学 2 前 1   ○   15 
精神作業療法評価学実習 2 通 1     ○ 45 
精神作業療法学 2 後 2   ○   30 
精神作業療法学演習 3 前 1    ○  30 
発達期作業療法学 2 後 1   ○   15 
発達期作業療法学演習 3 前 1    ○  30 
老年期作業療法学 2 後 1   ○   15 
老年期作業療法学演習 3 前 1    ○  30 
高次神経機能作業療法学 2 後 2   ○   30 
日常生活活動学 2 後 1   ○   15 

日常生活活動学演習 3 前 1    ○  30 

義肢装具学 3 前 2   ○   30 
福祉機器論 3 後 2   ○   30 
地域社会参加支援学 3 前 1   ○   15 
地域社会参加支援学演習 3 後 1    ○  30 
地域作業療法学 3 前 2   ○   30 
作業療法総合演習 4 通  1   ○  30 
作業療法学特論 A 4 通  1  ○   15 
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作業療法学特論 B 4 通  1  ○   15 
作業療法学特論 C 4 通  1  ○   15 
作業療法学特論 D 4 通  1  ○   15 
作業療法学特論 E 4 通  1  ○   15 
作業療法学特論 F 4 通  1  ○   15 

臨
床
実
習 

臨床体験実習 1 通 1     ○ 45 

必修２８単位 

評価実習Ⅰ 3 通 4     ○ 180 
評価実習Ⅱ 3 通 4     ○ 180 
総合実習Ⅰ 3 後 8     ○ 360 
総合実習Ⅱ 4 前 8     ○ 360 
地域作業療法学実習 4 後 3     ○ 135 

研
究 卒業研究 4 通 1    ○  30 必修１単位 

※4 人間理解群における選択科目の履修方法について 
   「人間関係論」又は「コミュニケーション理論と実際」のどちらか 1 つは必ず選択して履修する。 
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先修条件 
【特色科目】 
１ 「千葉県の健康づくり」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
２ 「社会実習（ボランティア活動）」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであるこ

と。 
【一般教養科目】 
１ 「実践統計学」を履修するには「統計学」の単位を修得済みであること。 
２ 「英語Ⅶ(上級英語)A」「英語Ⅶ(上級英語)Ｂ」を履修するには「英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、またはⅥ」の

選択２単位を修得済みであること。 
【専門科目】 
１ 「総合実習Ⅰ」および「総合実習Ⅱ」を履修するには、「評価実習Ⅰ」および「評価実習Ⅱ」の両

科目の単位を修得見込みであること。 
 
進級要件 
以下の要件を満たさなければ、３年次に進級できない。 
１ １・２年次に配当された特色科目および保健医療基礎科目の必修科目のすべての単位を修得済みで

あること。 
２ １・２年次に配当された専門科目の必修科目のすべての単位を修得済みであること。 
 
卒業要件 

科目区分 必修科目 選択科目 合 計 

特色科目 ３単位 ０単位 ３単位 

一般教養科目 ８単位 １６単位 ２４単位 

保健医療基礎科目 ９単位 １単位 １０単位 

専門科目 ９０単位 ３単位 ９３単位 

合 計 １１０単位 ２０単位 １３０単位 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

特
色
科
目 

千葉県の健康づくり 2 後 1    ○  30 

必修３単位 体験ゼミナール 1 前 1     ○ 45 

専門職間の連携活動論 4 後 1    ○  30 

一
般
教
養
科
目 

人
間
理
解
群 

心理学 1･2･3･4 前 2   ○   30 

必修 
２単位 
＋ 
選択 
２単位 

(※4) 

□
一
般
教
養
科
目
□
選
択
科
目
か
ら
選
択

哲学 1･2･3･4 前  2  ○   30 
文学 1･2･3･4 前  2  ○   30 
歴史と文化 1･2･3･4 前  2  ○   30 
生命倫理 1･2･3･4 後  2  ○   30 
宗教学 1･2･3･4 後  2  ○   30 
教育学 1･2･3･4 前  2  ○   30 
人間関係論 1･2･3･4 前  2  ○   30 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際 1･2･3･4 前  2  ○   30 
健康スポーツ科学 1･2･3･4 前後  1   ○  30 
生涯身体運動科学 1･2･3･4 前後  1   ○  30 

生
活
と
環
境
群 

生活とデザイン 1･2･3･4 後  2  ○   30 

必修 
２単位 

法学（日本国憲法） 1･2･3･4 前  2  ○   30 
社会学 1･2･3･4 後  2  ○   30 
文化人類学 1･2･3･4 前  2  ○   30 
経済学 1･2･3･4 前  2  ○   30 
国際関係論 1･2･3･4 後  2  ○   30 
社会福祉学 1･2･3･4 前  1  ○   15 
国際的な健康課題 1･2･3･4 後  1  ○   15 
人権・ジェンダー 1･2･3･4 後  2  ○   30 
科学論 1･2･3･4 前  2  ○   30 
環境変化と生態 1･2･3･4 後  2  ○   30 １２ 

観察生物学入門 1･2･3･4 前後  2  ○   30 単
位 

生物学 1･2･3･4 前後  2  ○   30 

物理学 1･2･3･4 前 2   ○   30 
化学 1･2･3･4 前  2  ○   30 

情
報
理
解
群 

統計学 1･2･3･4 後 1    ○  30 

必修 
２単位 

情報リテラシーⅠ 1 前 1    ○  30 

情報リテラシーⅡ 1･2･3･4 後  1   ○  30 

情報倫理 1･2･3･4 後  1  ○   15 

外
国
語
群 

英語Ⅰ(基礎講読) 1･2･3･4 前  1   ○  30 
必修 
２単位 
＋ 
選択 
２単位 

英語Ⅱ (基礎英会話) 1･2･3･4 前  1   ○  30 
英語Ⅲ (講読・記述) 1･2･3･4 後  1   ○  30 
英語Ⅳ(英会話) 1･2･3･4 後  1   ○  30 
英語Ⅴ(保健医療英語) 2 前 2   ○   30 
英語Ⅵ(応用英語) 1･2･3･4 後  1   ○  30 

※4 人間理解群における選択科目の履修方法について 
   「人間関係論」又は「コミュニケーション理論と実際」のどちらかを選択して履修する。 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

保
健
医
療
基
礎
科
目 

人
間
の
こ
こ
ろ
と
身
体 

運動生理学総論 2 前  1  ○   15 

必修６単位 
＋ 

選択１単位 

生化学総論 1 前  1  ○   15 
栄養学Ⅰ（基礎） 1 後  1  ○   15 
栄養学Ⅱ（応用） 1 後  1  ○   15 
心の健康 1 後  1  ○   15 
薬理学Ⅰ（総論） 1 後  1  ○   15 
薬理学Ⅱ（各論） 1 後  1  ○   15 
病理学Ⅰ（総論） 1 前 1   ○   15 
病理学Ⅱ（各論） 1 前  1  ○   15 
微生物学Ⅰ（総論） 1 前  1  ○   15 
微生物学Ⅱ（各論） 1 前  1  ○   15 
発達心理学 1 前  1  ○   15 
臨床心理学 1 後 1    ○  30 

健
康
と
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム 

健康論 1 前 1   ○   15 
公衆衛生学Ⅰ（基礎） 2 前  1  ○   15 
公衆衛生学Ⅱ（応用） 2 後  1  ○   15 
疫学・保健統計Ⅰ（基礎） 3 前  1  ○   15 
疫学・保健統計Ⅱ（応用） 3 前  1  ○   15 
リハビリテーション概論 1 後 1   ○   15 
救命・救急の理論と実際 2 前  1  ○   15 
保健医療福祉論Ⅰ（基礎） 2 後 1   ○   15 
保健医療福祉論Ⅱ（応用） 2 後 1   ○   15 
食育論Ⅰ（基礎） 3 前  1  ○   15 
食育論Ⅱ（応用） 3 前  1  ○   15 
健康と運動 1 後  1  ○   15 

家族社会学 １前  1  ○   15 

医療経営管理論 4 後  1  ○   15 
リスクマネジメント論 2 後  1  ○   15 

専
門
科
目 

リ
ハ
ビ
リ
テ
□
シ
□
ン
専
門
基
礎
科
目 

人体の構造Ⅰ（筋・骨・神経系の構造） 1 前 1    ○  30 

必修２４単位 
＋ 

選択１単位 

人体の構造Ⅱ（脈管・内臓・感覚器の構造） 1 後 1    ○  30 
人体の構造実習 1 後 1     ○ 45 
機能解剖学 1 後  1   ○  30 
人体の機能Ⅰ（動物性機能） 1 前 1    ○  30 
人体の機能Ⅱ（植物性機能） 1 後 1    ○  30 
人体の機能実習 2 前 1     ○ 45 
作業運動学Ⅰ（作業運動の基礎） 1 後 1    ○  30 
作業運動学Ⅱ（作業運動の応用） 2 前 1    ○  30 
作業運動学実習 2 後 1     ○ 45 
作業運動分析学 2 前 1   ○   15 
臨床運動学 2 前  1   ○  30 
人間工学 2 後  1   ○  30 
人間発達学 2 前 1    ○  30 
医学総論 1 後 1   ○   15 
内科学総論 2 前 1    ○  30 
内科学各論 2 後 1    ○  30 
神経内科学総論 2 前 1    ○  30 
神経内科学各論 2 後 1    ○  30 
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科目区分 授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 

時間数 履修方法等 必 

修 

選 

択 

自 

由 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習 

専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

整形外科学総論 2 前 1    ○  30 

 

整形外科学各論 2 後 1    ○  30 
精神神経科学総論 2 前 1    ○  30 
精神神経科学各論 2 後 1    ○  30 
老年科学 3 前 1    ○  30 
小児科学 3 前 1    ○  30 
臨床医学概論 3 前 1    ○  30 
リハビリテーション医学 3 前 1    ○  30 

基
礎
作
業
療
法
学 

作業療法概論 1 前 2   ○   30 

必修７単位 
＋ 

選択１単位 

作業療法管理学 3 後  1  ○   15 
作業療法基礎理論 2 前  1   ○  30 
作業療法研究法 3 後 1   ○   15 
基礎作業学・演習 1 前 1    ○  30 
基礎作業学実習 1 後 1     ○ 45 
作業療法評価学概論 1 後 1   ○   15 
地域作業療法学概論 3 前 1   ○   15 

実
践
作
業
療
法
学 

作業療法評価学Ⅰ（神経・心肺機能系） 2 前 2   ○   30 

必修３２単位 

作業療法治療学Ⅰ（神経・心肺機能系） 2 後 2   ○   30 
作業療法学Ⅰ演習（神経・心肺機能系） 3 前 1    ○  30 
作業療法評価学Ⅱ（廃用・運動機能系） 2 前 2   ○   30 
作業療法治療学Ⅱ（廃用・運動機能系） 2 後 2   ○   30 
作業療法学Ⅱ演習（廃用・運動機能系） 3 前 1    ○  30 
作業療法評価学Ⅲ（精神・心理機能系） 2 前 2   ○   30 
作業療法治療学Ⅲ（精神・心理機能系） 2 後 2   ○   30 
作業療法学Ⅲ演習（精神・心理機能系） 3 前 1    ○  30 
作業療法評価学Ⅳ（認知・知能機能系） 2 前 2   ○   30 
作業療法治療学Ⅳ（認知・知能機能系） 2 後 2   ○   30 

作業療法学Ⅳ演習（認知・知能機能系） 3 前 1    ○  30 

日常生活活動技術学 3 前 2   ○   30 
日常生活活動技術学演習 3 後 1    ○  30 
日常生活活動援助学 3 前 2   ○   30 
日常生活活動援助学演習 3 後 1    ○  30 
社会的適応支援評価学 2 後 2   ○   30 
社会的適応支援学 3 前 2   ○   30 
社会的適応支援学演習 3 後 1    ○  30 
作業療法セミナー 3 前～4 前 1    ○  30 

臨
床
実
習 

臨床体験実習 1 通 1     ○ 45 

必修２７単位 

評価実習Ⅰ 3 通 3     ○ 135 
評価実習Ⅱ 3 通 3     ○ 135 
総合実習Ⅰ 4 通 8     ○ 360 
総合実習Ⅱ 4 通 8     ○ 360 
地域作業療法学実習 4 通 3     ○ 135 

研
究 卒業研究 4 通 1    ○  30 
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卒業要件 

科目区分 必修科目 選択科目 合 計 

特色科目 ３単位 ０単位 ３単位 

一般教養科目 ８単位 １６単位 ２４単位 

保健医療基礎科目 ６単位 １単位 ７単位 

専門科目 ９０単位 ２単位 ９２単位 

合 計 １０７単位 １９単位 １２６単位 

 
 
先修条件 
 
【特色科目（平成２８年度入学生より適用する）】 
１）「千葉県の健康づくり」を履修するには「体験ゼミナール」の単位を修得済みであること。 
２）「専門職間の連携活動論」を履修するには「体験ゼミナール」、「千葉県の健康づくり」の両単位を

修得済みであること。 
 
【専門科目】 
１）「総合実習Ⅰ」および「総合実習Ⅱ」を履修するには、すでに「評価実習Ⅰ」および「評価実習Ⅱ」

の両科目の単位を修得していること。 
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千葉県立保健医療大学既修得単位の認定に関する規程 

 
（趣旨） 

第１条 この規程は、千葉県立保健医療大学学則（以下「学則」という。）第４０条第

４項の規定により、既修得単位の認定に関し必要な事項を定める。 

（既修得単位の認定科目） 

第２条 既修得単位の認定は、原則として一般教養科目に限り行うことができるものと

する。 
２ 前項の規定にかかわらず、看護学科編入生は、保健医療基礎科目及び専門科目の  

一部を包括認定する。 
３ 看護学科編入生の既修得単位の認定に関する事項は、別に定める。 
（単位認定の申請） 

第３条 既修得単位の認定を受けようとする学生は、次の各号に掲げる書類を入学当初

の指定の期日までに、学長に提出しなければならない。 

 (1) 既修得単位認定申請書（別記様式１） 
 (2) 卒業証明書又は在籍証明書 
 (3) 成績証明書 
 (4) 認定を受けようとする修得科目について、出身大学等が作成した授業科目の内容

及び単位制度等単位の換算・認定に必要な書類 

（単位の認定） 

第４条 既修得単位の認定は、学長がこれを行う。 

２ 前項により認定された単位は、学則第４８条第１項に定める単位に算入するものと

する。 

３ 学長は、第１項の認定を行った場合には、教授会に報告しなければならない。 

（修業年限） 

第５条 既修得単位の認定による修業年限の短縮は行わないものとする。 

（その他） 

第６条 この規程に定めるもののほか、認定の事務手続等に関する事項は、別に定める。 

附 則 

 この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 
附 則 

 この規程の改正は、平成２３年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この規程の改正は、平成２５年４月１日から施行する。 
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別紙１

個別申請可能な一般教養科目

必修 選択

心理学 2

哲学 2

文学 2

歴史と文化 2

生命倫理 2

宗教学 2

教育学 2

人間関係論 2

コミュニケーション理論と実際 2

健康スポーツ科学 1

生涯身体運動科学 1

生活とデザイン 2

法学(日本国憲法) 2

社会学 2

文化人類学 2

経済学 2

国際関係論 2

社会福祉学 1

国際的な健康課題 1

人権・ジェンダー 2

科学論 2

環境変化と生態 2

観察生物学入門 2

生物学 2

物理学 2

化学 2

統計学 1

情報リテラシーⅠ 1

情報リテラシーⅡ 1

情報倫理 1

実践統計学 1

英語Ⅰ(講読) 1

英語Ⅱ(英会話) 1

英語Ⅲ(講読・記述) 1

英語Ⅳ(英語コミュニケーション) 1

英語Ⅴ(保健医療英語) 2

英語Ⅵ(応用英語) 1

英語Ⅶ(上級英語)A 1

英語Ⅶ(上級英語)B 1

一
般
教
養
科
目

授 業 科 目
単 位 数
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別紙２

包括認定科目

必修 選択

生化学総論 1

栄養学Ⅰ（基礎） 1

薬理学Ⅰ（総論） 1

薬理学Ⅱ（各論） 1

病理学Ⅰ（総論） 1

病理学Ⅱ（各論） 1

微生物学Ⅰ（総論） 1

微生物学Ⅱ（各論） 1

公衆衛生学Ⅰ（基礎） 1

公衆衛生学Ⅱ（応用） 1

人体の構造と機能Ⅰ（総論、外皮・免疫系、消化器系、呼吸器系） 1

人体の構造と機能Ⅱ（循環器系、腎・泌尿器系、内分泌系、生殖器系） 1

人体の構造と機能Ⅲ（造血器系、骨・筋肉系、神経系、感覚器系） 1

病態学Ⅰ(内科系疾病論) 2

病態学Ⅱ(外科系疾病論) 2

病態学Ⅲ(高齢者・精神疾病論) 1

臨床検査論 1

看護学入門 1

看護学原論 1

看護技術論Ⅰ（生活援助技術） 2

看護技術論Ⅱ（フィジカルアセスメント技術） 1

看護技術論Ⅲ（検査治療技術） 2

看護技術論Ⅳ（看護過程展開技術） 1

看護技術論Ⅴ（統合技術演習） 1

看護ふれあい体験学習 2

基礎看護学実習 2

臨床看護学方法論Ⅰ（急性期・がん） 2

臨床看護学方法論Ⅱ（慢性期・終末期） 2

臨床看護学方法論Ⅲ（臨床看護技術演習） 1

急性期看護学実習 2

慢性期看護学実習 3

高齢者・在宅看護学方法論Ⅰ 1

高齢者看護学方法論Ⅱ 1

在宅看護学方法論Ⅱ 1

精神看護学方法論Ⅰ 1

精神看護学方法論Ⅱ 1

高齢者看護学実習 3

在宅看護学実習 1

精神看護学実習 2

小児看護学方法論Ⅰ 1

小児看護学方法論Ⅱ 1

母性看護学方法論Ⅰ 1

母性看護学方法論Ⅱ 1

母性看護学実習 2

小児看護学実習 2

授 業 科 目
単 位 数

保
健
医
療
基
礎
科
目

専
門
科
目
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千葉県立保健医療大学看護学科編入生の既修得単位として認定する科目に関する要項 

 
 
（趣旨） 

第１条 この要項は、千葉県立保健医療大学既修得単位の認定に関する規程（以下「規

程」という。）第２条第３項の規定により、看護学科編入生の既修得単位の認定に   

関し必要な事項を定める。 
（既修得単位の認定範囲） 

第２条 編入生の既修得単位の認定は、次の領域の授業科目及び単位数の範囲内で行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２ 別紙１に定める一般教養科目のうち単位認定を申請する科目は、規程第３条の 

規定により学生が個別に申請する。 
 ３ 別紙２に定める保健医療基礎科目及び専門科目は、すべて既修得として包括認定

する。 
 

附 則 
 この要項は平成２３年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この要項の改正は平成２５年４月１日から施行する。 

   附 則 
 この要項の改正は平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 
 この要項の改正は令和３年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授 業 科 目 単位数 

特色科目 ０ 
一般教養科目 ２４ 
保健医療基礎科目 包括認定１０ 
専門科目 包括認定５１ 
 合  計 ８５ 
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助産課程履修学生選考実施規程 
 
（趣旨） 
第１条 この規程は助産課程履修学生の選考に関し必要な事項を定めるものとする。 
 
（助産課程履修申請のための履修要件） 
第２条 助産課程の履修申請を行うには、次の各号の要件を満たしていなければならない。

（１）助産学概論及び助産診断・技術学Ⅰを履修し、単位を修得していること。 
（２）体験ゼミナール及び千葉県の健康づくりを履修し、単位を修得していること。 
（３）卒業に必要な一般教養科目および保健医療基礎科目の単位を修得していること、 

または修得見込みであること。 
（４）３年次前期までに開講される専門科目の必修科目を履修し、単位を修得してい 

ること。 
（５）３年次後期に開講される専門科目の必修科目を単位修得見込みであること。 

 
（定員） 
第３条 履修定員は１０名以内とする。 
 
（履修者の選考） 
第４条 履修申請者に対し、別に定める選考基準に基づき助産課程履修学生選考委員会に

おいて選考を実施し、学長が決定するものとする。 
２ 選考実施に際しての出願方法、選考方法等、その他具体的な必要事項については

別に定める。 
 

附 則 
１ この要項は、平成２３年４月１日から施行する。 
２ 第２条第３号及び第４号については、平成 21 年度及び 22 年度に入学した者には適

用しない。 
  附 則 
 この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 
  附 則 
 この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 
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助産課程履修学生選考委員会規程 
 
（趣旨） 

第１条 この規程は、助産課程履修学生選考委員会（以下「選考委員会」という。）に関

し、必要な事項を定めるものとする。 
 （所掌事務） 
第２条 選考委員会は、次の各号に掲げる事項を所掌する。 
 (1) 助産課程履修申請者の申請に関すること 
 (2) 履修申請者の審査と履修学生の選考に関すること 
 （構成） 
第３条 選考委員会は、次の各号に掲げる看護学科教員をもって構成する。 
 (1) 育成支援領域母性看護学・助産学の教員 １名 

(2) 助産師課程指定規則「基礎助産学」「助産診断・技術学」「地域母子保健」に該当

する科目担当の教員のうち１名 
 (3) 看護学科教務委員 １名 
 （委員長） 
第４条 選考委員会に委員長を１名おく。 
２ 委員長は、委員の中から互選により選出する。 
３ 委員長は、会議の議長となり、委員会の選考結果を看護学科教授会に提案する。 
 （補則） 
第５条 この規程に定めるもののほか、選考委員会に関し必要な事項は、別に定める。 
   附 則 
 この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 
 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 
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千葉県立保健医療大学科目等履修生規程 
 
 （趣旨） 
第１条 この規程は、千葉県立保健医療大学学則（以下「学則」という。）第５３条の規

定により、科目等履修生に関し必要な事項を定めるものとする。 
 （資格） 
第２条 科目等履修生として入学することができる者は、次のいずれかに該当する者と

する。 
(1) 学則第２６条各号のいずれかに該当する者 
(2) その他学長が特に認めた者 

 （入学の時期） 
第３条 科目等履修生の入学の時期は、原則として学期の始めとする。 
２ 科目等履修生の在学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由があるときは、

学長は、１年を超えない範囲で在学期間を延長することができる。 
 （出願手続） 
第４条 科目等履修生として入学を志願する者は、次の各号に掲げる書類に入学検査料

を添えて、学長に提出しなければならない。 
(1) 入学願書 
(2) 履歴書 
(3) 最終出身校の卒業証明書及び学業成績証明書 
(4) その他学長が指定する書類 

 （選考） 
第５条 前条の規定により入学を志願する者については、書類審査及び面接、又はその

いずれかにより選考を行う。 
 （入学手続及び入学許可） 
第６条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、指定の期日までに別に定

める書類を提出するとともに、入学料を納付しなければならない。 
２ 学長は、前項の規定による入学手続を完了した者に対して、入学を許可する。 
 （履修手続） 
第７条 科目等履修生は、履修を許可された科目の登録を指定の期日までに行わなけれ

ばならない。 
 （授業料等） 
第８条 科目等履修生は、使用料及び手数料条例（昭和三十一年千葉県条例第六号）の

定めるところにより、履修する単位にかかる授業料を納付しなければならない。 
２ 前項に定めるもののほか、履修に要する特別の費用は、科目等履修生の負担とする。 
 （履修科目） 
第９条 科目等履修生が履修することができる授業科目は、原則として、講義科目とす

る。 
２ 科目等履修生は、授業科目を１年間に 20 単位まで履修することができる。ただし、

演習、実験、実習又は実技科目については、履修することができない。 
 （単位の認定） 
第１０条 科目等履修生が授業科目を履修し、所定の試験に合格した場合は、単位の認
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定を行うことができる。 
２ 学長は、科目等履修生の申出により、単位修得証明書を交付する。 
 （学則等の準用） 
第１１条 この規程に定めるもののほか、科目等履修生については、本学の学則及び諸

規程のうち学部の学生に関するものを準用する。 
 （入学許可の取消し） 
第１２条 科目等履修生が学則若しくは諸規程に違反したとき、又は科目等履修生とし

ての本分に反したときは、学長は、第６条第２項の規定による許可を取り消すことが

できる。 
   附 則 
 この規程は、平成２１年７月６日から施行する。 
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千葉県立保健医療大学特別聴講学生規程 
 

 （趣旨） 
第１条 この規程は、千葉県立保健医療大学学則（以下「学則」という。）第５４条の規

定により、特別聴講学生に関し必要な事項を定めるものとする。 
 （資格） 

第２条 特別聴講学生として本学に志願できる者は、本学と協議が成立した大学の長が

推薦する学生とする。 
 （受入れの時期） 
第３条 特別聴講学生の受入れの時期は、原則として学期の始めとする。 
２ 特別聴講学生の在学期間は、入学を許可された年度内とする。ただし、特別の理由

があるときは、学長は、１年を超えない範囲で在学期間を延長することができる。 
 （出願手続） 
第４条 特別聴講学生として志願する者（以下「志願者」という。）は、次の各号に掲

げる書類を指定の期日までに学長に提出しなければならない。 

(1) 入学願書 
(2) 所属大学の学長の推薦書 
(3) 履歴書 
(4) その他学長が指定する書類 
（受入れの許可） 

第５条 受入れの許可は、教授会の議を経て、学長が行う。 

２ 学長は、前項の規定による受入れを許可した者に対して、その所属大学の長を経由

して、本人にその旨を通知する。 
 （履修手続） 
第６条 特別聴講学生は、履修を許可された科目の登録を指定の期日までに行わなけれ

ばならない。 
（授業料等） 

第７条 特別聴講学生は、学則第６０条の規定により、履修する単位にかかる授業料を

納付しなければならない。 
２ 実験、実習又は実技に要する経費は、必要に応じ特別聴講学生の負担とする。 
第７条の２ 本学と他大学との間において、特別聴講学生に係る授業料について相互に

不徴収とする大学間協議が成立したときは、学長は、特別聴講学生からの申請により、

学則第６７条の規定により、当該学生の授業料を免除する。 
２ 前項の規定により、授業料の免除を受けようとする者は、授業料減免申請書（千葉

県立保健医療大学授業料の減免の取扱いに関する規程別記第１号様式）を学長に提出

しなければならない。 
３ 学長は、第１項の規定による授業料の免除を決定したときは、免除決定通知書（千

葉県立保健医療大学授業料の減免の取扱いに関する規程別記第２号様式）により前項

の申請者である学生に通知するものとする。 
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 （履修科目）  

第８条 特別聴講学生が履修することができる授業科目及び単位数は、本学と協議が成

立した大学との協議の際に別に定める。 
 （単位の認定） 
第９条 特別聴講学生が授業科目を履修し、所定の試験に合格した場合は、単位の認定

を行うことができる。 
２ 学長は、特別聴講学生の申出により、単位修得証明書を交付する。 
（学則等の準用） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、特別聴講学生については、本学の学則及び諸

規程のうち学部の学生に関するものを準用する。 
（許可の取消し） 

第１１条 特別聴講学生が学則若しくは諸規程に違反したとき、又は特別聴講学生とし

ての本分に反したときは、学長は、第５条の規定による許可を取り消すことができる。 
   附 則 
 この規程は、平成２２年１月４日から施行する。 

附 則 
この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 
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千葉県立保健医療大学聴講生規程 
 
 （趣旨） 
第１条 この規程は、千葉県立保健医療大学学則（以下「学則」という。）第５５条の規

定により、聴講生に関し必要な事項を定めるものとする。 
 （資格） 
第２条 聴講生として入学することができる者は、次のいずれかに該当する者とする。 

(1) 学則第２６条各号のいずれかに該当する者 
(2) その他学長が特に認めた者 

 （入学の時期） 
第３条 聴講生の入学の時期は、原則として学期の始めとする。 
２ 聴講生の在学期間は、１年内とする。ただし、特別の理由があるときは、学長は、

１年を超えない範囲で在学期間を延長することができる。 

 （出願手続） 
第４条 聴講生として入学を志願する者は、次の各号に掲げる書類に入学検査料を添え

て、学長に提出しなければならない。 
(1) 入学願書  
(2) 履歴書 
(3) 最終出身校の卒業証明書及び学業成績証明書 
(4) その他学長が指定する書類 

 （選考） 
第５条 前条の規定により入学を志願する者については、書類審査及び面接、又はその

いずれかにより選考を行う。 
（入学手続及び入学許可） 

第６条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、指定の期日までに別に定

める書類を提出するとともに、入学料を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の規定による入学手続を完了した者に対して、入学を許可する。 

（履修手続） 

第７条 聴講生は、履修を許可された科目の登録を指定の期日までに行わなければなら

ない。 

（授業料等） 
第８条 聴講生は、履修する単位にかかる授業料を納付しなければならない。 
２ 前項に定めるもののほか、履修に要する特別の費用は、聴講生の負担とする。 
 （履修科目） 

第９条 聴講生が履修することができる授業科目は、原則として、講義科目とする。 

２ 聴講生は、演習、実験、実習又は実技科目については、履修することができない。 

（学則等の準用） 
第１０条 この規程に定めるもののほか、聴講生については、本学の学則及び諸規程の

うち学部の学生に関するものを準用する。 
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（入学許可の取消し） 
第１１条 聴講生が学則若しくは諸規程に違反したとき、又は聴講生としての本分に反

したときは、学長は、第６条第２項の規定による許可を取り消すことができる。 

   附 則 
 この規程は、平成２１年７月６日から施行する。 
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千葉県立保健医療大学研究生規程 
 
 （趣旨） 
第１条 この規程は、千葉県立保健医療大学学則（以下「学則」という。）第５７条の規

定により、研究生に関し必要な事項を定めるものとする。 
 （資格） 
第２条 研究生として入学することができる者は、次のいずれかに該当する者とする。 

(1) ４年制の保健医療系の大学を卒業した者 
(2) 研究事項について、前号と同等以上の学力があると認められた者 

 （入学の時期） 
第３条 研究生の入学の時期は、原則として学年の始めとする。 
２ 研究生の在学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由があるときは、学長は、

在学期間を延長することができる。 

 （出願手続） 
第４条 研究生として入学を志願する者は、次の各号に掲げる書類に入学検査料を添え

て、学長に提出しなければならない。 
(1) 入学願書 
(2) 履歴書 
(3) 最終出身校の卒業証明書及び学業成績証明書 
(4) その他学長が指定する書類 

 （選考） 
第５条 前条の規定により入学を志願する者については、書類審査及び面接、又はその

いずれかにより選考を行う。 
（入学手続及び入学許可） 

第６条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、指定の期日までに別に定

める書類を提出するとともに、使用料及び手数料条例（昭和三十一年千葉県条例第六

号）の定めるところによる入学料を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の規定による入学手続を完了した者に対して、入学を許可する。 
（指導教員） 

第７条 教授会は、研究生の指導教員を定めるものとする。 

（授業料等） 
第８条 研究生は、研究期間中の授業料を納付しなければならない。 
２ 前項に定めるもののほか、実験、実習又は実技に要する経費は、必要に応じ研究生

の負担とする。 
（施設等の利用） 

第９条 研究生は、指導教員の承諾を得て研究に要する施設及び設備を利用することが

できる。 
 （授業科目の受講） 
第１０条 指導教員は、研究生に対する指導上必要と認めるとき、又は研究生が特定の

授業科目の受講を申し出たときは、当該授業科目の担当教員との協議に基づき、他の

学生の教育に支障のない範囲において、研究生に受講させることができる。 
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（研究報告） 
第１１条 研究生は、研究期間が終了するときまでに、研究報告書を指導教員を経て、

学長に提出しなければならない。 
（学則等の準用） 

第１２条 この規程に定めるもののほか、研究生については、本学の学則及び諸規程の

うち学部の学生に関するものを準用する。 
（入学許可の取消し） 

第１３条 研究生が学則若しくは諸規程に違反したとき、又は研究生としての本分に反

したときは、学長は、第６条第２項の規定による許可を取り消すことができる。 
   附 則 
 この規程は、平成２２年１月４日から施行する。 
 
 

306



 

千葉県立保健医療大学研修生規程 

 
 （趣旨） 
第１条 この規程は、千葉県立保健医療大学学則（以下「学則」という。）第５６条の規

定により、研修生に関し必要な事項を定めるものとする。 
 （受入れの時期） 
第２条 研修生の受入れの時期は、原則として学年の始めとする。 
２ 研修生の研修期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由があるときは、学長は、

研修期間を延長することができる。 

 （出願手続） 
第３条 研修生を派遣しようする者は、次の各号に掲げる書類を指定の期日までに学長

に提出しなければならない。 

(1) 研修生推薦書 
(2) 本人の履歴書 
(3) 本人の最終出身校の卒業証明書及び学業成績証明書 
(4) その他学長が指定する書類 
（受入れの許可） 

第４条 受入れの許可は、教授会の議を経て、学長が行う。 

２ 学長は、前項の規定による受入れを許可した者に対して、大学その他の団体の長を

経由して、本人にその旨を通知する。 

（指導教員） 

第５条 教授会は、研修生の指導教員を定めるものとする。 

（研修料等） 
第６条 研修生は、研修期間中の研修料を納付しなければならない。 
２ 前項に定めるもののほか、実験、実習又は実技に要する経費は、必要に応じ研修生

の負担とする。 
 （施設等の利用） 
第７条 研修生は、指導教員の承諾を得て研修に要する施設及び設備を利用することが

できる。 
 （修了証明書） 
第８条 学長は、研修生が研修を修了したときは、修了証明書を交付することができる。 
（学則等の準用） 

第９条 この規程に定めるもののほか、研修生については、本学の学則及び諸規程のう

ち学部の学生に関するものを準用する。 
（許可の取消し） 

第１０条 研修生が学則若しくは諸規程に違反したとき、又は研修生としての本分に反

したときは、学長は、第４条の規定による許可を取り消すことができる。 
   附 則 
 この規程は、平成２２年１月４日から施行する。 
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千葉県立保健医療大学転入学に関する規程 
 
（趣旨） 

第１条 この規程は、千葉県立保健医療大学学則（以下「学則」という。）第３１条第２

項の規定により、本学へ転入学するに際しての必要な事項を定める。 
（時期） 

第２条 転入学する時期は、学年の始めとする。ただし、転入学者に自然災害等の特別

な事情がある場合は、その限りでない。 
（出願） 

第３条 転入学を志願する者は、志願先学科・専攻に欠員がある場合に限り出願するこ

とができる。ただし、志願先学科・専攻が特に認める場合は、この限りでない。 
２ 転入学を志願する者は、次の各号に掲げる書類を所定の期日までに学長に提出しな

ければならない。 
（１）転入学願（別記様式） 
（２）現に在籍する大学発行の在学証明書及び成績証明書 
（選考） 

第４条 転入学出願者の選考は、出願者の既履修科目とその成績、入学時の成績等に基

づいて、志願先の学科・専攻が面接等によって行う。 
（学年） 

第５条 転入学する学年は、志願者の在籍大学での履修状況等を勘案し、志願先学科・

専攻において決定する。 
（許可） 

第６条 転入学の許可は、教授会の議を経て、学長が行う。 
（既修得単位の認定） 

第７条 転入学を許可された者の既修得単位の認定は、学長がこれを行う。 
２ 前項により認定された単位は、学則第４８条第１項に定める単位に算入するものと

する。 
３ 学長は、第１項の認定を行った場合は、教授会に報告しなければならない。 
（その他） 

第８条 この規程に定めるもののほか、出願に係る手続きや試験を行う場合の実施方法、

既修得単位の認定対象とする科目及びその履修、認定の手続き等に関する事項は別に

定める。 
附 則 

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 
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（別記様式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注） 「学生氏名」欄は学生本人が，「保証人氏名」欄は保証人本人が，それぞれ自署の上押印

すること。 
（注） 現に在籍する大学発行の在学証明書及び成績証明書を添付すること。 
 

 

転  入  学  願 

 

                             年  月  日 

 

千葉県立保健医療大学長 様 

 

 在籍大学名                   

学科名・学年            （  年次）      

志 願 者 氏 名               印 

保 証 人 氏 名               印 

 

 

下記のとおり転入学を許可されるよう願い出ます。 

 

記 

 

  １ 志願学科・専攻名 

                    学科 （           専攻） 

 

  ２ 転入学希望年月日       年  月  日 

 

  ３ 転入学を志望する理由 
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千葉県立保健医療大学転学科及び転専攻に関する規程 

 

(趣旨) 

第１条 この規程は、千葉県立保健医療大学学則第３２条の規程に基づき、転学科及び

転専攻（以下「転学科等」という。）の取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。 

（要件） 

第２条 転学科等は、次に掲げる要件のすべてを満たす場合に限り、許可することがで

きる。 

(1) 出願時に本学に在籍していること。 
(2) 本学において転学科等の許可を受けたことがないこと。 
(3) 転学科等を志願する相当の理由があると認められること。 
(4) 志願先の学科(専攻)の入学者と同等以上の学力を有し、かつ、志願先のアドミッシ

ョンポリシーに合った修学能力を有すると認められること。 
(5) 志願先に関して、定員、施設、設備等を勘案して受入可能と認められること。 

（出願） 

第３条 転学科等を志願する学生は、別に定める期日までに「転学科及び転専攻願（別

記様式１）」を学長に提出しなければならない。 

（選考） 

第４条 転学科等の出願者の選考は、志願先の学科(専攻)が行う。 

２ 前項の選考の方法は志願先の学科（専攻）が定める。 

３ 志願先の学科（専攻）は選考の結果を教授会に諮らなければならない。 

（許可） 

第５条 転学科等の許可は、教授会の議を経て、学長が行う。 

（時期） 

第６条 転学科等の時期は、学年の始めとする。 

（転学科等を許可された者の修得済みの科目等の認定） 

第７条 転学科等の許可前に修得した科目及びその認定については、教授会の議を経て、

学長が行う。 

（転学科等を許可された者の受入年次） 

第８条 転学科等を許可された者の受入年次は１年次とする。 

(その他) 

第９条 この規程に定めるもののほか、転学科等に関する事項は、別に定める。 

附 則 

この規程は、平成２２年１月４日から施行する。 
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転学科及び転専攻願 

 
 

令和  年  月  日 
 
 

千葉県立保健医療大学長 様 
 
 
                  学部名                 
 
                  学科（専攻）名             
 
                  学籍番号                
 
                  氏  名              印 
 
                  保証人氏名             印 
 
 
私は、次により転学科(専攻)したいので、許可してくださるようお願いします。 
 

１．志願先学科(専攻)名 
 
                              
２．転学科(専攻)を志願する理由 
   別紙のとおり 
 
３．現在所属する学科(専攻)長の承諾（押印又は自署） 
 
                             印 
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転学科(専攻)を志願する理由 

学籍番号               

氏  名               
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放送大学との単位互換協定に基づく修得単位の認定に関する規程 
 
（趣旨） 
第１条 この規程は、千葉県立保健医療大学学則（以下「学則」という。）第３８条第３

項の規定により、放送大学との単位互換協定に基づく修得単位の認定に関し必要な事項

を定める。 
 

（修得単位の認定科目） 
第２条 修得単位の認定は、本学が指定する放送大学の授業科目に限り行うことができる。 

 
（単位認定の申請） 
第３条 放送大学との単位互換協定に基づく修得単位の認定を受けようとする学生は、次

の各号に掲げる書類を所定の期日までに学長に提出しなければならない。 
（１） 放送大学との単位互換協定に基づく修得単位認定申請書（別記様式１） 
（２） 放送大学発行の成績通知書 

 
（単位の認定） 
第４条 放送大学との単位互換協定に基づく修得単位の認定は、学長がこれを行う。 
２ 前項により認定された単位は、学則第４８条第１項に定める単位に算入するものと

する。 
３ 学長は、第１項の認定を行った場合は、教授会に報告しなければならない。 
 
（その他） 
第５条 この規程に定めるもののほか、放送大学との単位互換協定に基づく修得単位の

認定対象とする科目及びその履修、認定の手続き等に関する事項は別に定める。 
 

附 則 
この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 
この規程は、令和５年４月１日から施行する。 
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別記様式１ 
 

放送大学との単位互換協定に基づく修得単位認定申請書 
 

  年  月  日 
 
千葉県立保健医療大学長  様 
 

    年度入学         学科(専攻) 
学籍番号                  
氏  名                  

 
 私は、下記のとおり放送大学授業科目の修得単位の認定を受けたいので、放送大学と

の単位互換協定に基づく修得単位の認定に関する規程第３条の規定により、必要書類を

添えて申請します。 
記 

 

修得科目名 単位数 

（卒業要件に含まれる科目） 
 
 
 
 
 
（卒業要件に含まれない科目） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
添付書類 
 放送大学発行の成績通知書 
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放送大学との単位互換協定に基づく修得単位の認定に関する規程施行細則 
 
（目的） 
第１条  この細則は、放送大学との単位互換協定に基づく修得単位の認定に関する規程

第５条の規定により、放送大学の授業科目の履修及び修得単位の認定に関し必要な事

項を定める。 
 

（出願手続き） 
第２条  放送大学の授業科目の履修を希望する者（以下「履修希望者」という。）は、

所定の期間内に放送大学指定の出願票を学生支援課に提出しなければならない。 な

お、出願後の履修科目の追加・変更は一切認めない。 
 

（入学手続き及び授業料） 
第３条  履修希望者は、出願後、放送大学から送付される受入通知に基づき、各自で所

定の入学手続きを行わなければならない。 
２ 放送大学の授業科目の履修には、１科目（２単位）当たり 11,000 円の授業料を必要

とする。履修希望者は、放送大学から送付される振込用紙により、速やかに授業料を

納めなければならない。 
 
（学生の身分） 
第４条  学生の身分は、放送大学の特別聴講学生として放送大学から学生証が発行され

る。 
 
（履修科目） 
第５条  履修できる科目は、別に定める。 
 
（履修登録） 
第６条 履修希望者は、本学の履修登録期間中に本学の履修登録システム上で、出願し

た放送大学の授業科目を履修登録しなければならない。 
２ 本学履修規程第３条第３項の規定による履修登録単位数の上限設定に、放送大学の

授業科目も含むものとする。 
 
（受講方法） 
第７条 放送大学の授業は、放送大学が提供する方法で受講するものとする。なお、こ

の方法で受講できない場合には、DVD の貸出制度があるので、希望者は学生支援課に

申し出る。 
 
（放送大学の単位認定試験） 
第８条 放送大学の単位認定試験は、放送大学が定める期間と方法により実施される。 
２ 放送大学の単位認定試験の日程が本学の授業や定期試験の日程と重複した場合には、
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願い出により、本学の授業や定期試験について補講、追試験等の措置をとることがで

きる。 
 
（単位の認定） 
第９条 放送大学で修得した科目は、本学開設科目に読み替えることなく、放送大学の

科目名称と単位数を用い、成績の表記を下表のとおり本学の表記に読み替えて認定す

るものとする。 
 （表）放送大学の成績表記と本学の成績表記の対応 

区分 
 

放送大学の表記 
 

本学の表記 
 

 

合格 
 
 
 

マル A（100～90 点） 
A（89～80 点） 
B（79～70 点） 
C（69～60 点） 

S（100～90 点） 
A（89～80 点） 
B（79～70 点） 
C（69～60 点） 

 

不合格 
 
 

D（59～40 点） 
E（39～ 0 点） 

 

D（59 点以下） 
 
 

 

   
附 則 

この細則は、平成２５年４月１日から施行する。 
附 則 

この細則の改正は、平成２６年４月１日から施行する。 
 附 則 
この細則の改正は、平成２７年４月１日から施行する。 
附 則 

この細則の改正は、令和４年４月１日から施行する。 
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- 245 - 
 

千葉県立保健医療大学ＧＰＡ制度に関する規程 

 

（目的） 

第１条  この規程は、千葉県立保健医療大学履修規程第１１条の規定により、千葉県立保健

医療大学（以下「本学」という。）における Grade Point Average（履修科目の成績の平均

値。以下「ＧＰＡ」という。）制度に関し必要な事項を定め、明確で客観的な総合的成績評

価を示すことにより、学生の自主的な学修を維持し促進する仕組を構築するとともに、大学

教育の質の確保に資することを目的とする。 

 

（ＧＰの算定） 

第２条  学生が履修した授業科目の Grade Point（以下「ＧＰ」という。）の算定にあたって

は、成績評点を直接算定する functional GPA 方式を採用し、計算式は次のとおりとする。 

 

ＧＰ ＝ 
  １００点満点の成績評点―５５  

１０
 

 

２ 成績評点が５９点以下の授業科目のＧＰは０とする。 

 

（ＧＰＡの種類と算定） 

第３条  各学期のＧＰＡ（以下「学期ＧＰＡ」という。）及び累計のＧＰＡ（以下「累計ＧＰ

Ａ」という。）は、次の式により計算するものとし、その数に小数点以下第一位未満の端数

があるときは、小数点以下第二位の値を四捨五入するものとする。 

 

学期ＧＰＡ ＝ 
  当該学期の履修科目のＧＰ×当該科目の単位数 の総和 

当該学期の履修科目の総単位数
 

 

累計ＧＰＡ ＝ 
  全学期の履修科目のＧＰ×当該科目の単位数 の総和 

全学期の履修科目の総単位数
 

 

（ＧＰＡの対象科目・除外科目等） 

第４条  各学科・専攻で開講する授業科目のうち、卒業要件に算入できるすべての授業科目

をＧＰＡの算定対象科目とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる各号に該当する場合は、ＧＰＡ算定の対象外とする。 

（1） 千葉県立保健医療大学学則第３８条から第４０条までの規定により、本学において単

位認定された科目 

（2） 本規程第５条により履修登録取消を行った科目 

（3） その他本学が特に定める科目 
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- 246 - 
 

 

（履修登録取消制度） 

第５条  ＧＰＡの対象科目について、履修登録をした授業科目であっても、受講目的が達成

されないなどの理由から、別に定める履修取消期間内に限り、履修登録を取り消すことがで

きる。なお、履修登録取消対象科目は、前期後半科目及び後期後半科目とする。 

２ 履修取消期間内に取消手続きを行わない場合は、履修登録科目のすべてが成績評価及びＧ

ＰＡの算定の対象となり、履修を放棄した授業科目は不合格となる。 

３ 第１項の規定にかかわらず、履修取消期間前に全ての授業回を終える授業科目については、

履修取り消しをすることができない。 

４ 第１項の規定にかかわらず、休学、傷病等のやむを得ない事由で学生から履修取消申請の

あった授業科目については、教務委員会での議を経たのち、履修取消期間以降において履修

を取り消すことができる。 

 

（再履修） 

第６条  不合格と評価されたのちに再履修によって合格し、単位を修得した授業科目につい

ては、再履修によって得た成績評点及び単位数をＧＰＡの算定に算入するとともに、当該科

目について過去に得た不合格の成績評点もＧＰＡの算定に算入する。 

 

（成績証明書への記載） 

第７条  各学期の成績発表日に学期ＧＰＡ及び累計ＧＰＡを通知する。 

２ 学期ＧＰＡ及び累計ＧＰＡは、成績証明書に記載する。 

３ 本学卒業後に発行する成績証明書には、累計ＧＰＡを記載する。 

 

（その他） 

第８条 この規程に定めるもののほか、ＧＰＡに関し必要な事項は、教務委員会の議を経て別

に定める。 

 

附則 

１ この規程は、平成３１年４月１日から施行し、２０１９年度以降の入学生及び２０２１年

度以降の３年次編入生から適用する。 

２ この規程施行の際、前日から引き続き在学する者及び２０１９年度以降に再入学する者に

ついては、なお従前の例による。 

３ この細則の改正は、令和４年４月１日から施行する。 
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